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は
じ
め
に

―
西
村
天
囚
研
究
の
現
状
と
本
稿
の
意
図

西
村
天
囚
（
一
八
六
五

―
一
九
二
四
）、
名
は
時と
き

彦つ
ね

、
天
囚
は
号
、
ま
た
碩
園
と
も
号
す
。
そ
の
活
動
の
幅
広
さ
は
、
し
ば
し
ば
分
野
を

越
え
た
活
躍
を
見
せ
る
明
治
人
の
中
で
も
、
群
を
抜
く
。『
屑
屋
の
籠
』
な
ど
の
風
刺
小
説
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
記
者
と
し
て
発
表
し
た

多
数
の
評
論
や
伝
記
、
日
清
戦
争
後
の
湖
広
総
督
張
之
洞
と
の
会
見
、『
日
本
宋
学
史
』
執
筆
と
懐
徳
堂
の
再
興
、
そ
し
て
最
晩
年
の
宮
内

省
御
用
掛
就
任
。
文
芸
、
報
道
、
政
治
、
学
術
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
多
く
の
仕
事
を
し
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
業

績
が
ま
た
多
様
な
の
で
あ
る
。

そ
の
多
面
的
な
活
躍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
や
そ
れ
が
む
し
ろ
障
害
と
も
な
っ
て
、
天
囚
に
関
す
る
研
究
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。
そ
の

中
で
、
漢
学
者
と
し
て
の
面
に
は
、
い
く
つ
か
の
角
度
か
ら
光
が
当
て
ら
れ
て
き
て
い
る
。
ま
ず
町
田
三
郎
「
天
囚
西
村
時
彦
覚
書
一
」
は
、

天
囚
の
著
述
に
広
く
目
を
通
し
て
そ
の
生
涯
を
描
き
出
し
た
一
種
の
評
伝
で
あ
る
。
そ
の
規
模
は
先
行
す
る
後
醍
院
良
正
『
西
村
天
囚
伝
二
』

よ
り
ず
っ
と
小
さ
い
が
、
学
術
面
に
焦
点
化
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
町
田
に
よ
る
一
連
の
日
本
漢
学
者
研
究
の
起
点
で
も
あ
る
。
今

世
紀
に
入
る
と
、
大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
の
湯
浅
邦
弘
ら
が
、
精
力
的
に
成
果
を
発
表
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
大
阪
大
学
が
懐
徳
堂
の
蔵

書
を
継
承
し
た
こ
と
か
ら
、
お
の
ず
と
天
囚
と
懐
徳
堂
と
の
関
わ
り
に
集
中
し
て
き
た
三
。
近
年
、
天
囚
の
故
郷
種
子
島
に
残
さ
れ
た
資
料

の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
四
。
一
方
、
陶
徳
民
は
、
天
囚
と
そ
の
師
・
重
野
成
斎
と
の
関
わ
り
を
ふ
ま
え
、
漢
学
の
枠
を
越
え
、
天
囚
の
清

一　

町
田
三
郎
「
天
囚
西
村
時

彦
覚
書
」、『
明
治
の
漢
学
者
た

ち
』（
研
文
出
版
、一
九
九
八
年
）

所
収
。初
出
は『
哲
学
年
報
』（
九

州
大
学
）
四
二
、一
九
八
三
年
。

二　

後
醍
院
良
正
『
西
村
天
囚

伝
』、
上
下
二
巻
、
朝
日
新
聞

社
社
史
編
修
室
、一
九
六
七
年
。

三　

な
お
、
湯
浅
の
近
著
『
世

界
は
縮
ま
れ
り

―
西
村
天

囚
『
欧
米
遊
覧
記
』
を
読

む
』（K

A
D

O
A

K
A

W
A

　

二
〇
二
二
年
）
は
、
天
囚
の
新

聞
記
者
と
し
て
の
活
動
を
取
り

上
げ
た
も
の
で
、
今
後
の
新
た

な
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。
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四　

湯
浅
邦
弘
・
竹
田
健

二
・
佐
伯
薫
「
西
村
天
囚
関

係
資
料
調
査
報
告

―
種
子

島
西
村
家
訪
問
記
」、『
懐
徳
』

八
六
、二
〇
一
八
年
、
七
八-

九
九
頁
。
ま
た
翌
年
の『
懐
徳
』

八
七
に
は
、
湯
浅
「
平
成
三
十

年
度
（
二
〇
一
八
）
種
子
島
西

村
天
囚
関
係
資
料
調
査
に
つ
い

て
」
ほ
か
数
本
の
論
考
を
掲
載

す
る
。

五　

陶
徳
民
『
日
本
に
お
け
る

近
代
中
国
学
の
始
ま
り

―

漢
学
の
革
新
と
同
時
代
文
化

交
渉
』、
関
西
大
学
出
版
部
、

二
〇
一
七
年
。

六　
「
楚
辞
」
と
い
う
語
に
は
、

文
学
の
一
ジ
ャ
ン
ル
を
指
す
用

法
と
、
屈
原
ら
の
作
品
を
集
め

て
編
ま
れ
た
書
物
を
指
す
用
法

と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
明
ら
か

に
書
物
を
指
す
場
合
に
の
み
カ

ギ
括
弧
つ
き
の
『
楚
辞
』
と
い

う
表
記
を
用
い
る
。

七　

そ
の
経
緯
は
、
湯
浅
・
竹

田
・
佐
伯
前
掲
文
八
四-

八
七

頁
に
詳
し
い
（
当
該
部
分
は
竹

田
の
執
筆
）。

八　

懐
徳
堂
記
念
会
『
懐
徳

堂
要
覧
』（
一
九
四
二
年
版
）

に
、「
同
（
引
用
者
注
：
昭
和
）

十
一
年
四
月
十
四
日
北
平
清
華

朝
人
士
と
の
関
わ
り
や
、
日
中
関
係
に
関
す
る
発
言
を
論
じ
て
い
る
五
。

と
こ
ろ
で
、
天
囚
が
学
術
の
面
で
力
を
尽
く
し
た
も
う
一
つ
の
対
象
に
、
中
国
古
代
の
韻
文
で
あ
る
楚
辞
六
が
あ
る
。
天
囚
は
、
自
ら
の

書
斎
を
「
百
騒
書
屋
」
と
名
づ
け
、
楚
辞
に
関
す
る
多
く
の
資
料
を
蒐
集
し
、
著
述
に
励
ん
だ
。
清
末
の
大
儒
兪
樾
が
揮
毫
し
た
「
読
騒
廬
」

の
扁
額
を
背
に
し
て
座
る
天
囚
の
写
真
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
騒
」
と
は
、
屈
原
の
そ
し
て
楚
辞
の
代
表
作
「
離
騒
」
に
由
来
し
、

ひ
い
て
は
楚
辞
文
学
全
般
を
指
す
。
天
囚
の
『
楚
辞
』
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
関
連
の
著
作
原
稿
は
、
没
後
懐
徳
堂
の
所
蔵
と
な
り
七
、
中
国
か

ら
の
見
学
者
も
あ
っ
た
と
い
う
八
。

近
年
、
天
囚
の
楚
辞
研
究
へ
の
言
及
は
い
く
つ
か
あ
る
。
た
だ
そ
れ
ら
は
、
楚
辞
研
究
の
枠
内
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
漢
学
者
と
し
て
の

天
囚
に
深
く
ふ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
中
国
の
古
代
文
学
研
究
者
の
間
で
は
、
天
囚
は
も
っ
ぱ
ら
『
楚
辞
』
の
各
種
版
本
や
注
釈

書
の
一
大
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
ふ
し
も
あ
る
。
他
方
、
漢
学
者
と
し
て
の
天
囚
に
注
目
す
る
者
は
、
楚
辞
の
よ
う

に
文
学
の
領
域
に
属
す
る
事
柄
に
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
な
い
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
天
囚
の
『
屈
原
賦
説
』
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
竹
治
貞
夫
が
そ
の
著
『
楚
辞
研
究
』
の
「
邦
儒
の
楚
辞
研
究
」
に
お

い
て
、
特
に
一
節
を
割
い
て
詳
細
に
紹
介
し
、「
そ
の
規
模
の
大
き
さ
と
考
証
の
精
密
さ
と
に
お
い
て
、
楚
辞
の
概
説
書
と
し
て
今
な
お
最

高
の
地
位
を
占
め
る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
九
」
と
評
価
す
る
。
し
か
し
本
書
は
、
楚
辞
の
概
説
書
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
伝
統

的
漢
学
と
も
近
代
的
文
学
研
究
と
も
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
漢
文
体
で
書
か
れ
た
こ
と
を
も
含
め
、
時
代
の
転
換
点
に
生
き
た
天
囚
と
い
う

人
の
学
問
的
営
為
を
強
く
反
映
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
こ
の
書
を
と
ら
え
直
す
こ
と
を
、
本
稿
の
目
標
と
し
た
い
。

一
、『
屈
原
賦
説
』
の
「
新
し
さ
」

―
最
初
の
楚
辞
概
論

ａ
．『
屈
原
賦
説
』
の
原
稿
と
公
刊

学
者
と
し
て
の
精
力
の
か
な
り
の
部
分
を
楚
辞
に
つ
ぎ
込
ん
だ
天
囚
で
は
あ
る
が
、
楚
辞
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
著
作
を
生
前
に
公
に
し

た
こ
と
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
は
原
稿
の
ま
ま
で
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。『
屈
原
賦
説
』
は
、
そ
の
中
で
唯
一
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
『
芸
文
』（
京
都
文
学
会
編
）
第
十
一
年
第
六
号
か
ら
第
九
号
（
大
正
九
年
﹇
一
九
二
〇
﹈
六
月
―
九
月
）

ま
で
に
わ
た
っ
て
、「
原
漢
文
」
と
の
注
記
を
つ
け
て
、
書
き
下
し
文
の
形
で
十
二
篇
が
連
載
さ
れ
た
。
著
者
の
没
後
、
今
度
は
手
稿
に
基

づ
い
た
漢
文
の
形
で
、
天
囚
の
漢
詩
文
集
『
碩
園
先
生
遺
集
十
』
に
収
録
さ
れ
た
。『
遺
集
』
全
五
冊
の
う
ち
、
第
五
冊
の
全
体
が
こ
れ
に
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充
て
ら
れ
て
い
る
。

巻
首
の
目
録
に
続
け
て
次
の
よ
う
な
識
語
が
あ
り
、こ
の
著
が
も
と
も
と
京
都
帝
国
大
学
に
お
け
る
講
義
録
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

大
正
九
年
五
月
の
日
付
か
ら
、
執
筆
後
時
間
を
お
か
ず
に
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
『
芸
文
』
で
は
目
録
を
省
略
し
た
た

め
、こ
の
識
語
は
最
終
回
の
末
尾
に
移
さ
れ
、文
言
の
加
除
や
日
付
の
削
除
が
な
さ
れ
た
十
一
が
、『
遺
集
』
で
は
稿
本
の
旧
に
復
さ
れ
て
い
る
。

以
上
十
二
篇
。
時
彦
在
京
都
帝
國
大
學
。
爲
學
生
講
述
。
遂
綴
成
册
。
夫
屈
賦
繼
風
雅
於
前
。
啓
辭
賦
於
後
。
爲
文
學
之
大
宗
。
不
可

不
必
讀
。
而
古
今
註
釋
。
亡
慮
百
家
。
羣
言
紛
淆
。
疑
惑
學
者
。
愚
因
著
論
。
畧
述
大
旨
。
刊
誤
補
義
。
待
諸
他
日
焉
。
大
正
九
年
五

月
西
村
時
彦
識
十
二
。

以
上
十
二
篇
は
、
私
時
彦
が
京
都
帝
国
大
学
に
お
い
て
、
学
生
の
た
め
に
講
述
し
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
綴
じ
て
書
物
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
屈
原
の
作
品
は
、
前
代
の
『
詩
経
十
三
』
を
受
け
継
ぎ
、
後
世
の
辞
賦
十
四
を
切
り
開
い
た
も
の
で
、
文
学
の
お
お
も

と
で
あ
っ
て
、
必
ず
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
古
今
の
注
釈
は
、
ほ
ぼ
百
種
に
も
の
ぼ
り
、
諸
説
紛
々
と
し
て
、
学
ぶ
者

を
戸
惑
わ
せ
る
。
私
は
そ
こ
で
論
を
著
し
て
、
大
要
を
略
述
し
た
の
で
あ
る
。
訂
正
や
補
足
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
譲
る
。
大
正

九
年
五
月
西
村
時
彦
し
る
す
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
に
い
う
十
二
篇
は
実
は
上
巻
の
み
で
あ
り
、下
巻
は
未
完
の
手
稿
の
ま
ま
残
さ
れ
た
。『
遺
集
』所
収
の『
屈
原
賦
説
』に
は
、

末
尾
に
編
者
の
識
語
が
あ
り
、
下
巻
十
篇
の
篇
目
を
列
挙
す
る
が
、
本
文
は
収
め
な
い
。
原
稿
が
残
る
の
は
前
の
八
篇
の
み
で
「
騒
学
」「
注

家
」
両
篇
を
欠
き
、
修
正
や
書
入
の
跡
も
甚
だ
し
く
乱
れ
が
多
い
た
め
で
あ
る
十
五
。
稿
本
十
六
は
懐
徳
堂
を
経
て
、
そ
の
蔵
書
を
引
き
継
い

だ
大
阪
大
学
図
書
館
に
も
た
ら
さ
れ
た
が
、『
屈
原
賦
説
』
の
詳
細
な
紹
介
と
論
評
を
行
っ
た
竹
治
も
、
下
巻
の
内
容
に
は
ふ
れ
ず
、
未
刊

に
終
わ
っ
た
こ
と
を
惜
し
む
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

今
世
紀
に
入
っ
て
、
崔
富
章
と
石
川
三
佐
男
が
大
阪
大
学
に
お
い
て
共
同
で
調
査
を
行
い
、
下
卷
八
篇
の
内
容
が
初
め
て
紹
介
さ
れ
た

十
七
。
ま
た
前
川
正
名
も
稿
本
に
よ
っ
て
、
上
下
両
巻
に
わ
た
っ
て
内
容
を
論
述
し
て
い
る
十
八
。
そ
の
後
、
石
川
を
代
表
と
し
筆
者
も
参
画

し
た
科
研
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
大
阪
大
学
の
協
力
の
下
、『
屈
原
賦
説
』
を
含
む
邦
人
の
楚
辞
関
連
著
作
数
点
を
撮
影
し
た
。
つ
い

で
矢
田
尚
子
を
代
表
と
し
た
新
た
な
科
研
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
を
行
っ
た
。『
屈
原
賦
説
』
下
巻
の

稿
本
は
た
し
か
に
多
く
の
書
入
を
含
む
が
、
文
字
は
十
分
読
解
可
能
で
あ
り
、
朱
筆
の
圏
点
に
よ
っ
て
句
の
切
れ
目
も
示
さ
れ
て
い
た
。
そ

こ
で
矢
羽
野
隆
男
と
前
川
が
電
子
化
を
担
当
し
、
二
〇
一
六
年
に
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
た
十
九
。
一
方
、
稿
本
の
写
真
は
、
研
究
協
力
者

大
学
劉
文
典
君
来
堂
、
十
日
間

碩
園
文
庫
の
楚
辞
に
付
研
究

す
」
と
い
う
（
一
八
頁
）。

九　

竹
治
貞
夫
『
楚
辞
研
究
』、

風
間
書
房
、
一
九
七
八
年
、

三
七
〇
頁
。

十　

懐
徳
堂
記
念
会
、
昭
和

十
一
年
（
一
九
三
六
）、
線
装

五
冊
一
帙
。
前
三
冊
は
碩
園
先

生
文
集
三
巻
、
第
四
冊
が
碩
園

先
生
詩
集
三
巻
、
第
五
冊
が
屈

原
賦
説
上
巻
で
あ
る
。

十
一　

こ
こ
に
限
ら
ず
、『
芸

文
』
所
載
の
書
き
下
し
文
は
稿

本
の
漢
文
と
か
な
り
異
同
が
あ

る
が
、い
ち
い
ち
指
摘
し
な
い
。

十
二　

以
下
『
屈
原
賦
説
』
の

引
用
に
は
、後
述
す
る
黄
霊
庚
・

李
鳳
立
の
点
校
本
（
上
海
古
籍

出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）
の

ペ
ー
ジ
数
を
附
す
。
当
該
箇
所

は
四
〇
六
頁
。
ま
た
『
碩
園
先

生
遺
集
』第
五『
屈
原
賦
説
』（
以

下
「
遺
集
本
」
と
よ
ぶ
）
で
は

目
録
一
ｂ
。
な
お
本
文
は
、
稿

本
の
写
真
や
、
矢
羽
野
隆
男
・

前
川
正
名
に
よ
る
電
子
テ
キ
ス

ト
（
後
述
）
を
も
参
考
に
し
て

改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、

現
代
中
国
語
の
習
慣
に
よ
っ
て

附
さ
れ
た
点
校
本
の
句
読
点
に

は
従
わ
ず
、
稿
本
の
朱
筆
に
従
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い
句
点
の
み
を
施
し
た
。

十
三　
『
詩
経
』
は
屈
原
に
先

行
す
る
韻
文
で
、
儒
家
の
五
経

の
一
つ
で
も
あ
る
。
風
・
雅
・

頌
の
三
部
よ
り
な
る
。

十
四　

辞
賦
（
あ
る
い
は
賦
）

は
楚
辞
を
そ
の
起
源
の
一
つ
と

し
て
発
生
し
た
文
体
。
楚
辞
を

含
め
て
い
う
こ
と
も
あ
る
。

十
五　

下
巻
先
生
立
十
篇
、

…
…
屬
稿
自
名
字
至
擬
騷
止
、

說
述
竝
非
既
訖
、
而
又
繕
寫
刪

潤
之
迹
、
駁
雜
不
可
次
第
。
騷

學
・
注
家
、
僅
乃
擧
目
耳
。
故

不
收
此
集
。『
屈
原
賦
説
』
遺

集
本
四
八
ａ-

ｂ
。
句
読
点
は

私
に
附
し
た
。
点
校
本
は
稿
本

に
よ
る
た
め
、
こ
の
識
語
は
収

め
な
い
。

十
六　

上
巻
の
自
筆
稿
本
は
二

種
あ
る
。そ
れ
ぞ
れ
表
紙
に「
未

定
藁
」「
碩
園
手
藁
」
と
記
さ

れ
、
と
も
に
書
入
が
か
な
り
あ

る
。
下
巻
の
稿
本
は
一
種
の
み

で
あ
る
。

十
七　

崔
富
章
・
石
川
三
佐
男

「
西
村
時
彦
対
楚
辞
学
的
貢
献

―
兼
述
中
国
人
心
目
中
的
屈

原
形
象
」（
中
国
語
）、『
秋
田

大
学
教
育
文
化
学
部
教
育
実
践

研
究
紀
要
』
二
五
、二
〇
〇
三

で
あ
っ
た
黄
霊
庚
に
も
渡
っ
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
は
二
〇
二
〇
年
に
至
り
、
黄
と
李
鳳
立
に
よ
る
標
点
を
施
さ
れ
、「
楚
辞
要
籍
集
刊
」
の

一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
二
十
。
上
巻
が
『
芸
文
』
に
発
表
さ
れ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
百
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

ｂ
．
歴
代
楚
辞
研
究
の
集
大
成

以
下
本
書
の
内
容
を
論
じ
る
に
先
立
ち
、
全
書
の
構
成
を
見
る
た
め
に
そ
の
目
録
を
掲
げ
る
。（　

）
内
は
筆
者
に
よ
る
説
明
と
仮
の
分

類
で
あ
る
。

上
巻名

目
第
一
（
楚
辞
の
名
義
）　

篇
数
第
二
（
楚
辞
の
篇
数
）　

篇
第
第
三
（
楚
辞
各
篇
の
排
列
）　

篇
義
第
四
（
楚
辞
各
篇
の
題
義　

以
上
、
楚
辞
と
そ
の
各
篇
の
名
称
や
排
列
）

原
賦
第
五
（
賦
の
起
源
）　

体
製
第
六
（
賦
と
詩
、
賦
と
歌
の
関
係
）　

乱
辞
第
七
（
楚
辞
の
篇
末
に
付
随
す
る
「
乱
」）　

句
法
第
八
（
楚
辞
の
句
の
長
短
や
構
成
）　

韻
例
第
九
（
楚
辞
の
押
韻
）

辞
采
第
十
（
楚
辞
の
修
辞　

以
上
、
文
体
と
表
現
）

風
騒
第
十
一
（
詩
経
と
楚
辞
の
関
連
）　

道
術
第
十
二
（
屈
原
の
道
徳
と
学
問　

以
上
、
儒
教
と
の
関
連
）

下
巻名

字
第
一
（
屈
原
の
名
と
字
）　

放
流
第
二
（
屈
原
の
追
放
）　

自
沈
第
三
（
屈
原
の
入
水
）

生
卒
第
四
（
屈
原
の
生
卒
年
）　
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揚
霊
第
五
（
後
世
の
屈
原
伝
説　

以
上
、
屈
原
研
究
）

騒
伝
第
六
（
楚
辞
の
伝
承
）　

宋
玉
第
七
（
後
継
者
宋
玉
）　

擬
騒
第
八
（
楚
辞
の
模
擬
的
作
品　

以
上
、
後
世
へ
の
影
響
）

騒
学
第
九
（
楚
辞
の
研
究
）　

注
家
第
十
二
一
（
楚
辞
の
注
釈
家　

以
上
、
研
究
と
注
釈
）

篇
名
を
す
べ
て
二
字
で
統
一
す
る
の
は
、古
く
は
梁
の
劉
勰
の
文
学
理
論
書
『
文
心
雕
龍
』
の
全
編
、近
く
は
清
の
章
学
誠
の
学
問
論
『
文

史
通
義
』
の
前
半
四
巻
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、中
国
の
理
論
的
著
作
に
普
遍
的
な
型
で
あ
っ
た
。
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

い
か
に
も
伝
統
中
国
の
学
術
の
型
に
則
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

た
だ
内
容
を
見
る
と
、
今
日
の
目
か
ら
見
て
も
、
完
備
し
た
楚
辞
概
論
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
注
意
す
べ
き
は
、『
屈
原
賦
説
』
上
巻

が
発
表
さ
れ
た
一
九
二
〇
年
に
は
、
中
国
で
こ
う
い
う
書
物
は
ま
だ
出
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
梁
啓
超
の
「
屈
原
研
究
二
二
」

は
一
九
二
二
年
東
南
大
学
で
の
講
演
に
基
づ
く
短
い
も
の
で
あ
り
、
謝
無
量
の
『
楚
詞
新
論
二
三
』
は
一
九
二
三
年
の
出
版
で
あ
る
。
西
村

天
囚
の
『
屈
原
賦
説
』
こ
そ
は
、
世
界
最
初
の
楚
辞
概
論
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、そ
の
内
容
は
多
く
の
先
賢
の
成
果
を
ふ
ま
え
る
。一
例
を
挙
げ
よ
う
。前
漢
末
の
文
献
整
理
を
反
映
す
る『
漢
書
』芸
文
志
に「
屈

原
賦
二
十
五
篇
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
が
現
存
す
る
ど
の
篇
に
あ
た
る
か
に
つ
い
て
は
古
来
議
論
が
絶
え
な
い
。
天
囚
は
「
篇
数
」
篇
に
お
い

て
こ
の
問
題
を
論
じ
る
際
、
ま
ず
漢
代
ま
で
の
言
及
に
含
ま
れ
る
問
題
点
を
確
認
す
る
。
後
漢
の
王
逸
『
楚
辞
章
句
』
に
附
さ
れ
た
各
篇
の

序
に
よ
れ
ば
、「
離
騒
」・「
九
歌
」・「
天
問
」・「
九
章
」・「
遠
游
」・「
卜
居
」・「
漁
父
」
が
屈
原
の
作
で
あ
る
。
他
に
「
大
招
」
に
は
屈
原
・

景
差
の
二
説
あ
る
。
ま
た
「
九
歌
」
は
実
際
に
は
十
一
篇
あ
る
。
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、司
馬
遷
は
『
史
記
』
屈
原
列
伝
賛
で
「
余　

離
騒
・

天
問
・
招
魂
・
哀
郢
二
四
を
読
み
、
其
の
志
を
悲
し
む
」
と
言
い
、
王
逸
が
「
招
魂
」
を
宋
玉
作
と
す
る
の
と
齟
齬
が
あ
る
。

こ
う
し
て
問
題
点
を
洗
い
出
し
た
後
、
天
囚
は
煩
を
厭
わ
ず
、
宋
の
晁
補
之
・
王
応
麟
・
葛
立
方
・
姚
寛
、
明
の
黄
文
煥
、
清
の
林
雲
銘
・

銭
澄
之
・
蔣
驥
・
王
朋
采
・
胡
文
英
・
屈
復
・
王
闓
運
・
陳
大
文
・
李
光
地
ら
の
所
説
を
引
用
し
、
最
後
に
自
ら
の
判
断
を
下
す
。「
九
歌
」

は
本
来
「
山
鬼
」
ま
で
の
九
篇
で
あ
り
、の
ち
に
戦
死
者
を
祀
る
「
国
殤
」
が
附
加
さ
れ
た
。「
礼
魂
」
は
も
と
も
と
「
国
殤
」
の
一
部
で
あ
る
。

よ
っ
て
「
九
歌
」
は
都
合
十
篇
と
な
る
。
こ
れ
に
「
九
章
」
九
篇
・「
離
騒
」・「
天
問
」・「
遠
遊
」・「
卜
居
」・「
漁
父
」
各
一
篇
を
合
わ
せ

る
と
全
部
で
二
十
四
篇
と
な
り
、
あ
と
の
一
篇
は
「
大
招
」
と
す
る
の
が
よ
い
。
清
の
孫
志
祖
『
読
書
脞
録
』
に
よ
れ
ば
、
司
馬
遷
が
「
其

年
、
一
〇
一-

一
一
二
頁
。
こ

の
文
章
は
、
崔
の
秋
田
大
学
に

お
け
る
講
演
原
稿
と
、
天
囚
の

楚
辞
研
究
に
つ
い
て
の
論
考
と

か
ら
な
る
。
後
半
部
分
は
、
副

題
を
省
い
て
『
浙
江
大
学
学
報

（
人
文
社
会
科
学
版
）』
三
三

-

五
、二
〇
〇
三
年
、
三
〇-

三
八
頁
に
も
掲
載
さ
れ
る
。『
屈

原
賦
説
』
に
関
し
て
は
、
上
巻

十
二
篇
は
竹
治
の
紹
介
に
譲

り
、
下
巻
の
う
ち
本
文
の
残
る

八
篇
の
内
容
を
紹
介
し
て
い

る
。

十
八　

前
川
正
名
「
西
村
天
囚

の
楚
辞
学
」、『
國
學
院
雑
誌
』

一
〇
六-

一
一
、二
〇
〇
五
年
、

四
四
二-

四
五
〇
頁
。

十
九　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
以
下
の
通

り
。http://lisai.la.coocan.jp/

soji/kaken02/kaken02003.

htm二
十　

西
村
時
彦
『
楚
辞

纂
説
』・
亀
井
昭
陽
『
楚
辞

玦
』
と
合
わ
せ
て
一
冊
と
し
、

二
〇
二
〇
年
七
月
に
上
海
古
籍

出
版
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
。

二
一　

騒
学
・
注
家
両
篇
が
篇

目
の
み
で
本
文
を
欠
く
こ
と

は
、
す
で
に
ふ
れ
た
。

二
二　

当
初
『
晨
報
』
副
刊
に

146



西村天囚『屈原賦説』にみる漢学の近代 （谷口　洋）
右6

発
表
さ
れ
た
。
現
在
は
『
飲
冰

室
合
集
』
文
集
第
三
九
種
に
収

め
ら
れ
る
。

二
三　

商
務
印
書
館
よ
り
国
学

小
叢
書
の
一
冊
と
し
て
刊
行
。

二
四　
「
九
章
」
の
一
篇
。

二
五　

原
文
は
、
引
用
の
出
典

を
割
注
で
示
す
が
、
こ
こ
で
は

括
弧
に
入
れ
て
示
し
た
。

二
六　
『
屈
原
賦
説
』
点
校
本

四
三
五-

四
三
六
頁
、
遺
集
本

七
ａ-

八
ａ
。

二
七　

釈
清
潭
は
、『
楚
辞
』

の
解
題
に
お
い
て
こ
の
問
題
に

ふ
れ
る
際
、
異
説
に
つ
い
て
は

天
囚
の
『
屈
原
賦
説
』
を
参
照

す
る
よ
う
記
し
て
い
る
。
な
お

清
潭
は
「
九
歌
」
を
九
篇
と
数

え
、「
招
魂
」・「
大
招
」
を
と

も
に
屈
原
作
と
す
る
説
を
採

り
、天
囚
の
結
論
と
は
異
な
る
。

「
国
訳
漢
文
大
成
」『
楚
辞
』（
国

民
文
庫
刊
行
会
、一
九
二
二
年
）

解
題
、
七
頁
。

の
志
を
悲
し
む
」
と
言
っ
た
「
招
魂
」
は
、
実
は
「
大
招
」
を
指
す
。
の
ち
に
な
っ
て
、
宋
玉
の
同
類
の
作
と
区
別
す
る
た
め
に
「
大
」
の

字
を
か
ぶ
せ
た
の
で
あ
る
、
と
。

実
は
天
囚
の
説
は
、
必
ず
し
も
定
説
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
現
行
本
に
沿
っ
て
、「
九
歌
」
は
十
一
篇
と
数
え
、「
大
招
」
は
数
に
入
れ

な
い
解
釈
も
根
強
い
。
た
だ
そ
う
す
る
と
、
司
馬
遷
の
言
葉
を
解
釈
で
き
な
い
。
天
囚
の
論
は
、
王
逸
ま
で
の
伝
承
を
矛
盾
な
く
解
釈
し
よ

う
と
い
う
配
慮
に
出
る
の
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
天
囚
は
、
明
の
陳
継
儒
・
清
の
顧
成
天
・
近
人
の
曽
国
藩
・
呉
汝
綸
ら
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
、
屈
原
の
作
品
に
対
す
る
疑
念

を
論
じ
る
。「
漁
父
」
や
、「
九
章
」
の
一
部
の
篇
は
、
主
と
し
て
ス
タ
イ
ル
の
相
違
か
ら
、
屈
原
の
作
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
が
持
た
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
天
囚
は
、
確
実
な
根
拠
が
な
い
こ
と
か
ら
そ
れ
ら
を
退
け
、
篇
全
体
を
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
る
。

孟
子
曰
。
盡
信
書
則
不
如
無
書
（
盡
心
下
二
五
）。
屈
子
之
文
。
必
據
漢
志
二
十
五
篇
之
數
而
求
之
。
恐
未
免
拘
泥
。
後
人
或
疑
僞
託
。

或
信
疑
參
半
。
亦
所
不
免
。
…
…

二
十
五
篇
之
數
。
參
舊
說
而
論
定
焉
。
抑
篇
數
多
寡
。
似
不
關
大
旨
。
拘
泥
固
非
。
妄
斷
亦
不
可
。
若
不
信
書
。
則
不
如
不
讀
書
。
學

者
折
衷
羣
言
。
宜
加
愼
焉
爾
二
六
。

孟
子
は
言
っ
た
、「
書
物
を
す
べ
て
信
じ
る
な
ら
、書
物
な
ど
な
い
方
が
い
い
」（『
孟
子
』尽
心
下
）と
。
屈
原
の
作
品
を
、何
が
何
で
も『
漢

書
』
芸
文
志
の
二
十
五
篇
の
数
に
拠
っ
て
考
え
よ
う
と
す
る
の
は
、
こ
だ
わ
り
過
ぎ
と
言
わ
れ
て
も
し
か
た
な
か
ろ
う
。
の
ち
の
人
が

仮
託
を
疑
っ
た
り
、
半
信
半
疑
に
な
る
の
も
、
ま
た
避
け
が
た
い
こ
と
で
は
あ
る
。
…
…

二
十
五
篇
の
数
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
説
を
参
照
し
て
論
じ
定
め
た
が
、
そ
も
そ
も
楚
辞
の
篇
数
が
い
く
つ
あ
る
か
な
ど
、
核
心
に

か
か
わ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
だ
わ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
め
だ
が
、
勝
手
な
決
め
つ
け
も
ま
た
よ
ろ
し
く
な
い
。
も
し
書
物
を

信
じ
な
い
の
な
ら
、
書
物
な
ど
読
ま
ぬ
が
よ
い
。
学
ぶ
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
説
を
折
衷
し
、
十
分
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
こ
だ
け
読
め
ば
、
こ
れ
ま
で
の
考
証
は
徒
労
だ
と
感
じ
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
司
馬
遷
と
王
逸
の
時
点
で
す
で
に
問
題
が
あ
っ
た

の
だ
か
ら
、
後
か
ら
円
満
な
解
釈
を
下
す
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
周
到
な
考
証
を
進
め
つ
つ
、
考
証
の
た
め
の
考
証
に
陥
ら
な
い
柔

軟
さ
を
こ
そ
読
み
取
る
べ
き
だ
ろ
う
二
七
。

そ
の
ほ
か
に
も
、「
名
目
」
篇
で
は
楚
辞
と
い
う
名
称
、
楚
辞
と
辞
賦
と
の
境
界
な
ど
の
問
題
を
論
じ
、「
篇
第
」
に
お
い
て
は
各
注
釈
に

お
け
る
篇
の
順
序
の
違
い
を
、「
篇
義
」
で
は
各
篇
の
題
意
を
、「
名
字
」・「
放
流
」・「
自
沈
」・「
生
卒
」
な
ど
の
諸
篇
で
は
屈
原
の
伝
記
に
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関
す
る
諸
問
題
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
歴
代
の
学
者
に
よ
っ
て
た
え
ず
論
争
が
展
開
さ
れ
て
き
た
問
題
で
あ
り
、
楚
辞
各
篇

の
注
釈
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
少
な
か
ら
ぬ
学
者
が
、
凡
例
や
巻
首
な
ど
に
お
い
て
特
に
こ
れ
ら
を
取
り
あ
げ
て
論
じ
て

き
た
。
天
囚
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
広
く
蒐
集
し
た
上
で
、整
理
を
施
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
篇
第
」
篇
に
は
「
楚
辞
篇
第
異
同
表
」（
漢
宋
・

明
清
の
二
種
）
お
よ
び
「
九
章
目
次
異
同
表
」
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
歴
代
注
釈
家
の
説
の
相
違
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。『
屈
原
賦
説
』
は
、

歴
代
楚
辞
研
究
の
集
大
成
と
い
え
よ
う
。

ｃ
．
新
た
な
研
究
方
向
の
開
拓

『
屈
原
賦
説
』の
価
値
は
旧
説
の
集
成
と
調
停
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
い
く
つ
か
の
篇
に
お
い
て
は
、新
た
な
研
究
の
方
向
を
開
拓
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
上
巻
の
最
後
に
置
か
れ
た
「
道
術
」
篇
は
も
っ
ぱ
ら
屈
原
の
思
想
を
論
じ
、
特
に
『
孟
子
』
と
の
関
係
を
論
証
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
儒
家
で
尊
崇
さ
れ
る
堯
・
舜
・
禹
・
湯
ら
の
古
代
帝
王
を
、
屈
原
も
ま
た
尊
崇
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
、
屈
原
の
作
品
の
中

に
『
孟
子
』
と
の
関
わ
り
を
探
っ
て
ゆ
く
。

離
騷
曰
。紛
吾
既
有
此
内
美
兮
。又
重
之
以
修
能
。内
美
承
上
文
正
則
靈
均
而
言
。…
…
今
合
正
則
靈
均
稱
内
美
。内
言
性
也
。美
猶
善
也
。

朱
子
云
。
是
天
賦
美
質
於
内
二
八
也
。
豈
非
祖
述
孟
子
性
善
之
說
者
乎
。
則
賦
中
有
比
。
托
名
字
而
說
人
性
。
匪
惟
字
謎
也
二
九
。

「
離
騒
」に「
紛
と
し
て
吾　

既
に
此
の
内
美
有
り
、又
た
之
に
重
ぬ
る
に
修
能
を
以
て
す
」と
い
う
。「
内
美
」と
は
、そ
の
前
の「
正
則
」・

「
霊
均
」
を
承
け
て
い
う
三
十
。
…
…
こ
こ
で
「
正
則
」・「
霊
均
」
を
合
わ
せ
て
「
内
美
」
と
い
っ
て
い
る
が
、「
内
」
と
は
性
の
こ
と

を
い
う
の
で
あ
り
、「
美
」
は
善
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
朱
子
は
「
こ
れ
は
天
が
美
質
を
内
面
に
与
え
た
の
だ
」
と
い
う
。
こ
れ

こ
そ
孟
子
の
性
善
の
説
を
祖
述
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
直
叙
の
中
に
比
喩
が
あ
り
、
名
と
字
に
托
し
て
人
の
性
を
述
べ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
の
文
字
謎
で
は
な
い
。

曰
法
度
。
曰
繩
墨
。
曰
祗
敬
。
皆
莫
非
修
身
之
要
。
而
遠
遊
所
謂
内
惟
省
以
端
操
兮
。
求
正
氣
之
所
由
者
。
得
孔
子
内
省
不
疚
（
顔

淵
）。
曾
子
三
省
吾
身
（
學
而
）
之
意
。
而
與
孟
子
養
浩
然
之
氣
。
其
揆
一
也
。
屈
子
所
謂
正
氣
。
卽
孟
子
所
謂
浩
然
之
氣
也
（
公
孫

丑
上
）
三
一
。

（
屈
原
の
作
品
に
見
え
る
）「
法
度
三
二
」
と
い
い
、「
縄
墨
三
三
」
と
い
い
、「
祗
敬
三
四
」
と
い
い
、ど
れ
も
修
身
の
要
で
な
い
も
の
は
な
い
。

そ
し
て
「
遠
游
」
に
「
内
に
惟お

も

ひ
省
み
て
以
て
操
を
端た
だ

し
く
し
、
正
気
の
由
る
所
を
求
む
」
と
い
う
の
は
、
孔
子
の
「
内
に
省
み
て
疚や
ま

二
八　

朱
熹
『
楚
辞
集
注
』
で

は
「
美
質
」
の
上
に
「
我
」
の

字
が
あ
る
。

二
九　
『
屈
原
賦
説
』
点
校
本

四
八
五-

四
八
六
頁
、
遺
集
本

四
三
ｂ-

四
四
ｂ
。

三
十　

直
前
に
「
余
に
名
づ
け

て
正
則
と
曰
ひ
、
余
に
字
し
て

霊
均
と
曰
ふ
」と
あ
る
。「
離
騒
」

は
屈
原
の
作
と
さ
れ
、
こ
こ
で

与
え
ら
れ
る
作
中
主
人
公
の
名

と
字
は
、
そ
の
ま
ま
屈
原
の
も

の
と
考
え
ら
れ
た
。

三
一　
『
屈
原
賦
説
』
点
校
本

四
八
七-

四
八
八
頁
、
遺
集
本

四
五
ｂ-

四
六
ａ
。

三
二　
「
九
章
」
惜
往
日
に
「
先

功
を
奉
じ
て
以
て
下
を
照
ら

し
、
法
度
の
嫌
疑
を
明
ら
か
に

す
」。

三
三　
「
離
騒
」
に
「
縄
墨
に

背
き
て
以
て
曲
を
追
ひ
、
周
容

を
競
ひ
て
以
て
度
と
為
す
」、

「
賢
を
挙
げ
て
能
に
授
け
、
縄

墨
に
循し

た
がひ

て
頗か

た
よら

ず
」。

三
四　
「
離
騒
」
に
「
湯
禹
は

儼
に
し
て
祗つ

つ
しし
み
敬
ひ
、
周
は

道
を
論
じ
て
差た

が

ふ
莫
し
」。
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三
五　

曽
子
は
曽
参
。『
孝
経
』

の
著
者
と
さ
れ
る
。
子
思
は
孔

子
の
孫
。『
中
庸
』
の
著
者
と

さ
れ
る
。

三
六　
『
屈
原
賦
説
』
点
校
本

四
八
九
頁
、
遺
集
本
四
七
ａ
。

三
七　
『
屈
原
賦
説
』
点
校
本

四
七
三
頁
、
遺
集
本
三
四
ａ-

ｂ
。

し
か
ら
ず
」（『
論
語
』
顔
淵
篇
）、
曽
子
の
「
三
た
び
吾
が
身
を
省
み
る
」（
学
而
篇
）
の
意
を
理
解
し
た
も
の
で
あ
り
、
孟
子
の
「
浩

然
の
気
を
養
ふ
」
と
い
う
の
と
、
根
本
に
あ
る
も
の
は
同
じ
で
あ
る
。
屈
原
の
い
う
「
正
気
」
は
、
つ
ま
り
孟
子
の
い
う
「
浩
然
の
気
」

（
公
孫
丑
上
篇
）
な
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、「
要
す
る
に
屈
原
の
学
問
は
、
孔
子
・
曽
子
・
子
思
・
孟
子
三
五
の
道
を
貫
き
通
し
て
、
と
り
わ
け
孟
子
と
近
い
（
要
之
屈
子

之
學
。
貫
通
孔
曾
思
孟
之
道
。
而
尤
與
孟
子
近
矣
三
六
）」
と
い
う
結
論
を
導
く
。
天
囚
は
さ
ら
に
、
屈
原
と
孟
子
が
同
時
代
人
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
屈
原
が
孟
子
の
思
想
に
ふ
れ
た
可
能
性
を
想
定
し
て
い
る
。

屈
原
と
儒
家
の
関
係
は
、
天
囚
が
初
め
て
論
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
屈
原
の
人
格
と
思
想
は
、
古
く
か
ら
人
々
の
討
論
と
賛
美
の
対
象
だ

っ
た
し
、
そ
の
中
に
は
儒
家
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
人
々
も
い
た
。
天
囚
も
、
明
の
汪
瑗
の
『
楚
辞
集
解
』
か
ら
、「
屈
子
は
三
百
篇
（『
詩

経
』）
を
継
ぎ
て
媿は

づ
る
色
無
か
る
べ
し
、『
孟
子
』
七
篇
と
并
び
伝
へ
て
多
く
は
譲
ら
ざ
る
な
り
」
と
い
う
評
語
を
引
い
て
い
る
し
、
そ
の

ほ
か
に
も
清
の
李
光
地
・
陳
澧
・
陳
大
文
ら
の
論
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
天
囚
の
論
は
そ
れ
ま
で
の
断
片
的
な
批
評
と
は
全
く
異
な

り
、
一
篇
全
体
に
わ
た
る
本
格
的
な
論
で
あ
る
。
天
囚
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
明
の
黄
文
煥
の
『
楚
辞
聴
直
』
附
録
の
「
聴
学
」
篇
が
先
例

と
し
て
あ
る
に
は
あ
る
。
し
か
し
、
や
や
も
す
れ
ば
思
い
つ
き
や
脱
線
に
流
れ
が
ち
な
黄
文
煥
の
議
論
と
異
な
り
、
天
囚
は
テ
キ
ス
ト
に
即

し
て
論
じ
る
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
る
。
屈
原
の
作
品
を
孟
子
の
性
善
説
や
「
浩
然
の
気
」
に
結
び
つ
け
る
論
旨
に
は
や
や
強
引
さ
も
あ
る
が
、

作
品
に
基
づ
い
て
思
想
を
考
え
る
と
い
う
近
代
的
な
研
究
に
一
歩
を
進
め
た
と
は
い
え
よ
う
。

「
原
賦
」
以
下
の
数
篇
は
楚
辞
の
文
体
を
論
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
そ
の
表
現
上
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
分
析
の
緻

密
さ
と
、
挙
例
の
豊
富
さ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
印
象
批
評
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。「
辞
采
」
篇
か
ら
一
例
を
挙
げ
る
。

屈
子
之
文
。
匪
惟
其
體
制
奇
創
。
其
造
語
措
辭
。
亦
多
別
刱
獨
造
自
我
作
古
者
。
如
紛
吾
謇
吾
沛
吾
之
紛
字
謇
字
沛
字
。
猶
言
紛
然
謇

然
沛
然
。
雖
與
吾
字
連
文
。
而
實
單
用
一
字
。
如
喟
憑
心
而
歷
茲
之
喟
字
。
忳
鬱
邑
余
佗
傺
兮
之
忳
字
。
判
獨
離
而
不
服
之
判
字
。
亦

皆
以
一
字
爲
形
容
詞
。
是
長
于
用
一
字
者
也
。

曰
正
則
。
曰
靈
均
。
曰
内
美
。
曰
修
能
。
曰
靈
修（
以
上
離
騷
）。
曰
靈
保（
東
君
）等
。
古
之
載
籍
。
未
有
所
見
。
屈
子
鑄
辭
奇
特
如
此
者
。

不
可
勝
數
。
是
其
工
于
用
二
字
者
也
。

曰
紛
總
總
。
曰
老
冉
冉
。
曰
芳
菲
菲
。
曰
忳
鬱
邑
。
曰
佩
繽
紛
。
曰
世
溷
濁
。
曰
心
絓
結
等
。
或
疊
字
。
或
疊
韻
。
皆
以
一
字
二
字
連

綴
成
語
。
另
闢
生
面
。
是
其
精
于
用
三
字
者
也
。
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自
此
以
往
。
無
往
不
宜
。
或
五
字
成
句
。
或
六
字
成
句
。
變
化
百
出
。
意
態
清
新
。
讀
者
自
知
。
不
必
摘
出
三
七
。

屈
原
の
文
は
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
が
独
創
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
造
語
や
措
辞
に
も
、
ま
た
独
自
の
も
の
を
作
り
出
し
、
前
例
に

と
ら
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
紛
吾
三
八
」「
謇
吾
三
九
」「
沛
吾
四
十
」
の
「
紛
」「
謇
」「
沛
」
と
い
っ
た
字
は
、「
紛
然
」

「
謇
然
」「
沛
然
」
と
い
う
の
と
同
じ
で
、「
吾
」
と
つ
な
が
っ
て
は
い
る
が
、
実
際
に
は
一
字
だ
け
で
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
喟な

げ

き

て
心
に
憑み

ち
て
茲こ
こ

を
歴ふ

」
の
「
喟
」
字
、「
忳と
ん

と
し
て
鬱
邑
と
し
て
余
佗た

傺て
い

す
」
の
「
忳
」
字
、「
判
と
し
て
独
り
離
れ
て
服
せ
ず
」
の

「
判
」
字
四
一
も
、
み
な
一
字
で
形
容
詞
四
二
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
屈
原
が
一
字
を
使
う
の
に
長
じ
た
例
で
あ
る
。

「
正
則
」「
霊
均
」「
内
美
」「
修
能
」「
霊
修
」（
以
上
「
離
騒
」）「
霊
保
」（「
九
歌
」
東
君
）
な
ど
は
、
古
い
書
物
に
見
え
な
い
語
で
あ

る
。
屈
原
の
修
辞
は
こ
の
よ
う
に
独
特
で
、
そ
の
例
は
数
え
切
れ
な
い
。
こ
れ
は
二
字
を
使
う
の
に
巧
み
な
例
で
あ
る
。

「
紛
と
し
て
総
総
と
し
て
」「
老
い
の
冉
冉
と
し
て
」「
芳
は
菲
菲
と
し
て
」「
忳
と
し
て
鬱
邑
と
し
て
」「
佩
は
繽
紛
と
し
て
」「
世
は
溷

濁
し
て
」「
心
は
絓
結
し
て
」
な
ど
四
三
は
、
字
を
重
ね
た
り
、
ひ
び
き
の
合
う
字
四
四
を
用
い
た
り
し
て
、
み
な
一
字
と
二
字
と
で
つ

な
が
っ
て
語
句
を
な
し
、
新
た
な
用
法
を
切
り
開
い
て
い
る
。
こ
れ
は
三
字
を
使
う
の
に
通
じ
て
い
た
例
で
あ
る
。

こ
れ
以
上
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
す
べ
て
う
ま
く
い
き
、
五
字
で
句
を
な
し
た
り
、
六
字
で
句
を
な
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
て
、

内
容
も
姿
も
清
新
で
あ
る
の
は
、
読
ん
だ
者
に
は
お
の
ず
と
わ
か
る
だ
ろ
う
か
ら
、
例
を
挙
げ
な
く
て
も
よ
か
ろ
う
。

さ
ら
に
「
宋
玉
」「
擬
騒
」
な
ど
の
篇
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
な
い
か
、
全
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
を
取
り

あ
げ
て
い
る
。
朱
熹
が
「
七
諫
」
以
下
の
漢
人
の
作
品
を
「
無
病
の
呻
吟
」
と
批
判
し
て
以
来
、
明
清
の
注
釈
は
お
お
む
ね
、
屈
原
の
作
と

自
ら
が
考
え
る
も
の
だ
け
を
対
象
と
し
て
き
た
。
漢
代
の
作
品
の
み
な
ら
ず
、屈
原
の
直
接
の
後
継
者
と
さ
れ
る
宋
玉
の「
九
弁
」で
さ
え
も
、

ほ
と
ん
ど
取
り
あ
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
天
囚
が
本
書
に
「
宋
玉
」「
擬
騒
」
を
設
け
て
、
こ
れ
ら
を
専
門
に
論
じ

た
と
い
う
の
は
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、「
擬
騒
」
篇
は
も
っ
ぱ
ら
漢
代
以
降
の
楚
辞
体
の
作
品
を
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
天
囚
の
当
時
に
あ
っ
て
前
人
未
踏
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
二
十
世
紀
の
楚
辞
研
究
全
体
を
通
じ
て
も
そ
う
多
く
は
見
ら
れ
な
い
。
次
の
一

節
は
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
漢
代
の
模
擬
的
作
品
の
価
値
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
重
要
な
意
義
を
持
つ
。

予
耽
讀
楚
辭
。
群
疑
百
出
。
因
取
楚
辭
十
七
巻
。
精
讀
畢
業
。
而
後
知
擬
騷
諸
篇
之
必
不
可
不
一
讀
也
。
何
以
言
之
。
以
擬
騷
諸
作
是

二
十
五
篇
註
脚
也
。
漢
人
讀
騷
之
法
。
存
于
擬
騷
諸
作
之
中
。
而
屈
子
事
蹟
。
往
往
有
可
徵
者
。
其
辭
氣
雖
平
緩
。
而
其
造
語
之
鍊
。

結
撰
之
工
。
亦
皆
可
以
爲
法
四
五
。

三
八　
「
離
騒
」
に
「
紛
吾
既

有
此
內
美
兮
（
紛
と
し
て
吾　

既
に
此
の
内
美
有
り
）」、「
九

歌
」
大
司
命
に
「
紛
吾
乘
兮
玄

雲
（
紛
と
し
て
吾　

玄
雲
に
乗

る
）」。

三
九　
「
離
騒
」
に
「
謇
吾
法

夫
前
脩
兮
（
謇
と
し
て
吾　

夫か

の
前
脩
に
法の
つ
とる
）」。

四
十　
「
九
歌
」
湘
君
に
「
沛

吾
乘
兮
桂
舟
（
沛
と
し
て
吾　

桂
舟
に
乗
る
）」。

四
一　

以
上
の
三
例
は
み
な

「
離
騒
」
に
見
え
る
。

四
二　
「
喟
」
は
「
な
げ
く
」

と
い
う
動
詞
で
訓
読
す
る
が
、

こ
こ
で
は
嘆
く
さ
ま
を
表
す
形

容
詞
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
後

に
出
て
く
る
「
溷
濁
」「
絓
結
」

も
、訓
読
で
は
サ
変
動
詞
だ
が
、

乱
れ
濁
っ
た
さ
ま
、
心
結
ぼ
れ

る
さ
ま
を
示
す
。

四
三　

天
囚
の
い
う
「
屈
原
賦

二
十
五
篇
」
の
範
囲
で
は
、「
紛

総
総
」は「
離
騒
」二
箇
所
と「
九

歌
」大
司
命
、「
老
冉
冉
」は「
離

騒
」
と
「
九
歌
」
大
司
命
、「
芳

菲
菲
」
は
「
離
騒
」
二
箇
所
と

「
九
歌
」
東
皇
太
一
・
少
司
命
、

「
忳
鬱
邑
」
は
「
離
騒
」、「
佩

繽
紛
」
は
「
離
騒
」
と
「
九
章
」
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思
美
人
、「
世
溷
濁
」
は
「
離
騒
」

二
箇
所
と
「
九
章
」
渉
江
・
懐

沙
、
お
よ
び
「
卜
居
」、「
心
絓

結
」
は
「
九
章
」
哀
郢
・
悲
回

風
に
見
え
る
。

四
四　
「
畳
韻
」
と
は
本
来
、

同
じ
韻
部
に
属
す
る
二
字
、
す

な
わ
ち
韻
母
（
母
音
・
尾
音
）

と
声
調
が
共
通
の
も
の
を
い

う
。こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
例
は
、

「
鬱ウ

ツ

邑イ
フ

」「
繽ヒ
ン

紛プ
ン

」「
絓
ク
ワ
イ

結ケ
ツ

」
の

よ
う
に
、
声
母
（
頭
子
音
）
が

共
通
の
「
双
声
」
と
よ
ば
れ
る

関
係
に
あ
る
。

四
五　
『
屈
原
賦
説
』
点
校
本

五
四
六
頁
。
擬
騒
篇
は
下
巻
に

あ
り
、『
遺
集
』に
は
収
め
な
い
。

四
六　

初
版
は
経
済
雑
誌
社
よ

り
出
さ
れ
、
の
ち
冨
山
房
を
版

元
と
し
て
版
を
重
ね
た
。

四
七　

ロ
シ
ア
の
ワ
シ
リ

エ
フ
の
『
中
国
文
学
史
概

説
』（
一
八
八
〇
年
）、
末
松

謙
澄
の
『
支
那
古
文
学
略
史
』

（
一
八
八
二
年
）
な
ど
。
詳
細

は
川
合
康
三
編
『
中
国
の
文
学

史
観
』（
創
文
社
、二
〇
〇
二
年
）

所
収
の
川
合
「
今
、
な
ぜ
文
学

史
か
」お
よ
び
同
書
資
料
篇「
日

本
で
刊
行
さ
れ
た
中
国
文
学
史

明
治
篇
」
を
参
照
。

私
は
楚
辞
を
読
み
ふ
け
っ
て
い
て
、
疑
問
が
次
々
わ
い
て
き
た
。
そ
こ
で
『
楚
辞
』
十
七
巻
を
手
に
取
り
、
最
後
ま
で
精
読
し
て
、
そ

れ
か
ら
楚
辞
の
模
擬
的
諸
作
品
も
必
ず
一
度
は
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
わ
か
っ
た
。
な
ぜ
そ
う
言
う
か
と
い
え
ば
、模
擬
的
作
品
は（
屈

原
の
）
二
十
五
篇
の
注
釈
で
あ
る
か
ら
だ
。
漢
代
の
人
が
屈
原
の
作
品
を
ど
う
読
ん
だ
か
は
、
模
擬
的
作
品
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
屈
原
の
事
跡
も
、
し
ば
し
ば
そ
こ
に
証
拠
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
語
気
は
緊
張
を
欠
く
が
、
そ
の
造
語
の
錬
成
と
、

構
成
の
巧
妙
さ
は
、
い
ず
れ
も
規
範
と
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
模
擬
的
作
品
の
「
注
釈
」
と
し
て
の
意
義
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
下
巻
に
は
さ
ら
に
「
騒
学
」「
注
家
」
の
二
篇
が
構
想
さ

れ
て
い
た
。
も
し
こ
れ
ら
が
公
刊
さ
れ
れ
ば
、
世
界
最
初
の
楚
辞
研
究
史
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

二
、『
屈
原
賦
説
』
の
「
新
し
さ
」
の
由
来

―
明
治
・
大
正
期
の
学
術
的
環
境

ａ
．
明
治
の
文
学
史
ブ
ー
ム
と
そ
の
視
点

こ
の
よ
う
に
、
西
村
天
囚
の
『
屈
原
賦
説
』
は
、
漢
文
体
と
い
う
古
め
か
し
い
外
見
に
か
か
わ
ら
ず
、
内
容
は
む
し
ろ
斬
新
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
以
下
で
は
、
天
囚
が
一
九
二
〇
年
の
段
階
で
こ
の
よ
う
な
も
の
を
書
き
得
た
背
景
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
当
時
の
日
本
の
学
界
の
新
し
い
動
き
の
中
で
も
っ
と
も
目
立
つ
も
の
と
し
て
、
文
学
史
の
出
現
を
挙
げ
た
い
。
文
学
の
変
遷
を
時

代
を
追
っ
て
見
る
と
い
う
営
み
は
、
中
国
で
も
古
く
か
ら
あ
っ
た
。
楚
辞
に
関
し
て
も
、
つ
と
に
後
漢
の
班
固
は
、『
漢
書
』
芸
文
志
詩
賦

略
に
お
い
て
、『
詩
経
』
か
ら
楚
辞
を
経
て
漢
の
賦
に
至
る
歴
史
を
述
べ
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
周
の
『
詩
』
の
文
化
が
失
わ
れ
て
屈
原

を
含
む
「
賢
人
失
志
の
賦
」
が
興
り
、
宋
玉
や
漢
の
賦
に
至
る
と
華
美
に
走
っ
て
批
判
精
神
を
失
っ
た
と
い
う
下
降
史
観
で
あ
る
。
近
代
以

前
の
文
学
史
的
言
説
は
、
こ
の
よ
う
な
儒
教
道
徳
的
価
値
判
断
に
よ
る
現
状
批
判
か
、
創
作
者
と
し
て
特
定
の
時
代
に
規
範
を
求
め
、
そ
こ

か
ら
過
去
を
裁
断
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
近
代
的
な
歴
史
学
の
視
点
か
ら
中
国
文
学
の
流
れ
を
論
述
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
を
は
じ
め
外
国
の
方
が
先
行
し

た
。
一
般
に
は
、明
治
三
十
年
（
一
九
八
七
）
に
出
版
さ
れ
た
古
城
貞
吉
の
『
支
那
文
学
史
四
六
』
が
、中
国
文
学
史
の
嚆
矢
と
さ
れ
て
い
る
。

川
合
康
三
は
、
実
際
に
は
日
本
や
ロ
シ
ア
で
そ
れ
に
先
行
す
る
著
作
が
い
く
つ
か
出
て
い
た
四
七
こ
と
を
指
摘
し
、
ど
れ
が
一
番
早
い
か
と

い
う
議
論
に
は
さ
ほ
ど
意
味
が
な
い
と
断
っ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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重
要
な
の
は
、
二
十
世
紀
を
目
前
と
し
た
時
期
に
至
っ
て
、
突
如
と
し
て
中
国
文
学
史
と
題
す
る
書
物
が
一
斉
に
書
か
れ
始
め
た
こ

と
だ
。
そ
れ
が
文
学
史
な
る
も
の
の
性
質
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
文
学
史
と
い
う
概
念
は
西
欧
近
代
が
生
み
出
し
た

も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
十
九
世
紀
の
西
欧
に
お
い
て
近
代
歴
史
学
が
確
立
し
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
文
化
の
な
か
の
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域

に
お
け
る
通
史
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
学
史
も
そ
の
一
つ
と
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
…
…

中
国
よ
り
身
軽
に
西
欧
の
近
代
文
化
の
摂
取
を
始
め
た
明
治
期
の
日
本
に
お
い
て
、
西
欧
か
ら
伝
来
し
た
文
学
史
と
い
う
概
念
と
日

本
に
古
く
か
ら
浸
透
し
て
い
た
漢
学
の
蓄
積
と
が
結
び
つ
き
、
そ
こ
に
中
国
文
学
史
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
文

学
史
と
い
う
書
物
が
日
本
で
い
ち
早
く
書
か
れ
た
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
四
八
。

天
囚
の
『
屈
原
賦
説
』
に
も
、
こ
う
し
た
新
時
代
の
文
学
史
概
念
は
は
っ
き
り
と
反
映
し
て
い
る
。
本
書
に
「
宋
玉
」「
擬
騒
」
両
篇
が

あ
る
こ
と
は
、
そ
の
最
も
見
や
す
い
例
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
楚
辞
の
流
伝
・
鑑
賞
・
評
論
・
注
釈
と
研
究
は
、
み
な
屈
原
に
対
す
る
尊
崇

の
念
と
切
り
離
せ
な
か
っ
た
。
漢
代
に
お
け
る
楚
辞
の
模
倣
も
屈
原
へ
の
尊
崇
に
基
づ
く
し
、
朱
熹
が
そ
れ
ら
を
排
斥
し
、
明
清
に
宋
玉
や

漢
人
の
作
が
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
も
、
屈
原
を
尊
崇
す
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
天
囚
も
屈
原
に
対
す
る
尊
崇
の
念
は
あ
る
が
、
先
に
引
い
た

「
擬
騒
」
篇
の
一
段
が
示
す
よ
う
に
、
同
時
に
漢
代
の
模
擬
的
作
品
に
対
し
て
も
公
平
な
見
方
を
し
て
い
る
。

天
囚
も
、
模
擬
的
作
品
の
達
成
が
屈
原
に
遠
く
及
ば
な
い
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
彼
は
少
年
期
の
経
験
と
し
て
、『
楚
辞
集
注
』

を
読
破
で
き
ず
、自
ら
の
天
分
の
な
さ
を
恥
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、朱
熹
の
『
楚
辞
弁
証
』
を
読
ん
で
、中
国
の
学
者
も
模
擬
作
を
含
む
『
楚
辞
』

十
七
巻
を
読
み
通
せ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
苦
笑
し
た
と
述
べ
て
い
る
四
九
。し
か
し
彼
は
、の
ち
に
研
究
者
の
目
で
こ
れ
ら
の
作
品
を
再
読
し
、

そ
の
文
学
史
上
の
価
値
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
視
点
は
清
代
以
前
の
注
釈
に
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
楚
辞
の
表
現
が
模
擬
的
作
品
を
通
じ
て
後
世
に
影
響
を
与
え
た
具
体
例
を
も
挙
げ
る
。
前
漢
の
東
方
朔
の
「
七
諫
」
に
「
故
人

は
疎
く
し
て
日
び
に
忘
れ
ら
れ
、新
人
は
近
く
し
て
瘉

い
よ
い
よ

好
し
（
故
人
疏
而
日
忘
兮
、新
人
近
而
瘉
好
）」
と
い
う
句
が
あ
る
が
、こ
れ
は
「
九

歌
」
の
「
悲
し
み
は
生
別
離
よ
り
悲
し
き
は
莫
く
、
楽
し
み
は
新
た
に
相
知
る
よ
り
楽
し
き
は
莫
し
（
悲
莫
悲
兮
生
別
離
、
樂
莫
樂
兮
新
相

知
）」
に
基
づ
き
つ
つ
、「
古
詩
」
の
「
去
る
者
は
日
に
以
て
疏
く
、
来
る
者
は
日
に
以
て
親
し
（
去
者
日
以
疏
、
來
者
日
以
親
五
十
）」
に
つ

な
が
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
五
一
。

天
囚
の
文
学
史
的
な
視
点
は
、
模
擬
的
作
品
に
の
み
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
。「
句
法
」
篇
で
は
、
楚
辞
に
見
え
る
長
短
さ
ま
ざ
ま
の

句
に
つ
い
て
検
討
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
総
括
す
る
。「
要
す
る
に
、
屈
原
の
二
十
五
篇
の
賦
は
、『
古
詩
の
流
れ
五
二
』
と
い
わ
れ
る
が
、

四
八　

川
合
「
今
、
な
ぜ
文
学

史
か
」、
前
掲
書
四
頁
、
お
よ

び
六-

七
頁
。

四
九　
『
屈
原
賦
説
』
擬
騒
「
予

少
時
讀
明
鄒
東
郭
續
文
章
軌

範
。
所
録
屈
子
文
三
篇
。
惟
喜

卜
居
漁
父
。
而
不
解
離
騷
。
尋

讀
楚
辭
集
註
。
亦
不
卒
業
而
中

輟
。
況
能
及
九
辯
以
下
擬
騷
諸

篇
乎
。
自
顧
竊
愧
天
分
之
卑
。

及
讀
朱
子
辯
證
。
而
知
彼
土
學

者
亦
莫
卒
讀
楚
辭
十
七
巻
者
。

不
覺
苦
笑
。」（
点
校
本
五
四
六

頁
。
た
だ
し
稿
本
の
朱
筆
な
ど

が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

矢
羽
野
・
前
川
の
電
子
テ
キ
ス

ト
に
従
っ
た
。）

五
十　

順
に「
七
諫
」自
悲（
今

本
は
「
瘉
」
を
「
兪
」
に
作
る
）、

「
九
歌
」
少
司
命
、『
文
選
』
巻

二
九
「
古
詩
十
九
首
」
第
十
四

首
。「
古
詩
十
九
首
」
は
後
漢

の
詠
み
人
知
ら
ず
の
作
。

五
一　
『
屈
原
賦
説
』
点
校
本

五
四
六
頁
。

五
二　

班
固「
両
都
賦
序
」（『
文

選
』
巻
一
）
に
「
或
曰
、賦
者
、

古
詩
之
流
也
」。
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五
三　
『
屈
原
賦
説
』
点
校
本

四
六
六
頁
、
遺
集
本
二
九
ｂ-

三
〇
ａ
。

五
四　
『
屈
原
賦
説
』
点
校
本

四
七
七
頁
、
遺
集
本
三
七
ｂ-

三
八
ａ
。

五
五　
『
屈
原
賦
説
』
巻
首
目

録
の
識
語
（
前
掲
）。

五
六　

藤
田
豊
八
『
支
那
文
学

史
』、
東
京
専
門
学
校
蔵
版
。

刊
年
は
記
さ
れ
な
い
が
、
国

会
図
書
館
の
目
録
で
は
明
治

二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
か
ら

三
十
年
の
間
と
す
る
。
銭
に
よ

れ
ば
、
東
京
専
門
学
校
講
義
録

の
刊
行
年
代
と
藤
田
の
経
歴
と

か
ら
、
こ
の
よ
う
に
推
定
で
き

る
と
い
う
。

五
七　

川
合
編
前
掲
書
資
料
篇

「
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
中
国
文

学
史　

明
治
編
」
四
十
頁
。

五
八　

同
前
。

し
か
し
そ
の
形
式
は
、
屈
原
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
、
後
世
の
辞
賦
へ
の
扉
を
開
い
た
の
で
あ
る
（
要
之
屈
賦
二
十
五
篇
。
雖
云
古
詩
之
流
。

然
其
體
製
。
則
創
造
于
屈
子
。
以
啓
後
世
辭
賦
之
法
門
矣
五
三
）。」
ま
た
「
辞
采
」
篇
で
は
、「
学
者
は
屈
原
の
賦
を
読
ま
な
け
れ
ば
、
ど
う

し
て
『
詩
経
』
三
百
篇
の
変
化
が
わ
か
る
だ
ろ
う
か
、
ま
た
ど
う
し
て
両
漢
以
降
の
辞
賦
の
源
が
わ
か
る
だ
ろ
う
か
（
學
者
不
讀
屈
賦
。
則

曷
知
詩
三
百
之
變
。
又
曷
知
兩
漢
以
後
辭
賦
之
淵
源
哉
五
四
）」
と
も
い
う
。
さ
ら
に
「
原
賦
」
篇
で
は
、
全
篇
に
わ
た
っ
て
賦
と
い
う
文
体

の
起
源
と
展
開
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。『
詩
経
』
か
ら
楚
辞
を
経
て
漢
代
の
辞
賦
に
至
る
系
譜
は
、
つ
と
に
『
漢
書
』
芸
文
志
詩
賦
略
に

お
い
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
価
値
判
断
を
含
ん
だ
理
念
で
は
な
く
、
作
品
に
即
し
て
詳
細
か
つ
客
観
的
に
論
じ
る
姿
勢

は
、
そ
れ
ま
で
の
楚
辞
関
連
の
著
作
に
は
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
天
囚
は
楚
辞
を
論
じ
る
に
際
し
、
漢
代
以
降
の
辞
賦
の
発
展
過
程
に
も
目

を
向
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
天
囚
が
屈
原
を
「
風
雅
を
前
に
継
ぎ
、
辞
賦
を
後
に
啓
く
」「
文
学
の
大
宗
」
と
位
置
づ
け
て
い
た
五
五
の
は
、

伝
統
的
文
学
観
の
単
な
る
継
承
で
は
な
く
、
近
代
的
文
学
史
論
と
し
て
の
本
書
全
体
を
貫
く
綱
領
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

天
囚
は
、「
道
術
」
篇
で
は
屈
原
と
孟
子
の
関
係
を
論
じ
て
い
た
。
文
学
を
論
じ
る
際
に
作
者
の
思
想
を
問
題
に
す
る
の
も
、
当
時
の
文

学
史
に
お
い
て
生
ま
れ
た
新
し
い
型
で
あ
っ
た
。
銭
鷗
は
、
藤
田
豊
八
（
一
八
六
九
―

一
九
二
九
）
の
文
学
史
五
六
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
思

想
内
容
」、「
芸
術
形
式
」
と
い
う
二
本
立
て
の
方
法
を
取
っ
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
、
の
ち
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
こ
の
手
法
が
、
当
時
に

お
い
て
は
新
鮮
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
五
七
。

近
代
以
前
に
は
、表
現
や
形
式
を
論
じ
る
際
に
は
、特
に
優
れ
た
（「
気
に
入
っ
た
」
と
い
う
べ
き
か
）
箇
所
に
つ
い
て
、「
妙
」「
奇
」「
絶
」

と
い
っ
た
抽
象
的
な
評
語
を
与
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
近
世
に
流
行
し
た
「
評
点
」
と
い
わ
れ
る
手
法
は
、
テ
キ
ス
ト
の
右
側
に
傍
点
や

圏
点
を
打
つ
こ
と
で
注
目
す
べ
き
箇
所
を
示
し
、
行
間
や
欄
外
に
評
語
を
書
き
入
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
詩
に
関
す
る
評
論
や
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
集
め
た
「
詩
話
」
と
い
わ
れ
る
書
物
に
お
い
て
も
、
詩
の
中
か
ら
特
定
の
句
を
取
り
出
し
て
、
短
い
評
語
を
加
え
る
と
い
う
形
が
多

く
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
個
別
の
句
の
巧
拙
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
作
者
の
思
想
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
。
一
方
、作
者
の
思
想（「
人
品
」と
い
う
べ
き
か
）が
論
じ
ら
れ
る
際
は
、も
っ
ぱ
ら
そ
の
人
格
の
全
体
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
人
物
の
行
動
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
作
品
の
表
現
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
藤
田
の
文
学
史
で
「
思
想

内
容
」
と
「
表
現
形
式
」
が
二
本
立
て
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
一
見
す
る
と
二
つ
の
こ
と
を
ば
ら
ば
ら
に
論
じ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
む
し
ろ

そ
れ
ま
で
別
次
元
に
あ
っ
た
も
の
を
同
一
平
面
に
並
列
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
両
者
に
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
藤
田

の
書
に
は
「
北
方
文
学
」「
南
方
文
学
」
と
い
う
記
述
も
見
え
る
が
、
銭
鷗
は
そ
の
地
勢
↓
国
民
性
↓
思
想
↓
文
学
と
い
う
方
法
が
、
当
時

の
学
界
で
の
有
力
な
説
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
五
八
。『
屈
原
賦
説
』
に
は
楚
の
風
土
を
詳
論
し
た
篇
こ
そ
な
い
し
、
思
想
が
表
現
の
前

提
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
表
現
を
論
じ
た
諸
篇
と
並
べ
て
「
道
術
」
篇
が
お
か
れ
、『
孟
子
』
と
の
関
連
が
具
体
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的
な
表
現
に
即
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
近
代
的
文
学
史
の
方
法
論
な
の
で
あ
る
。

ｂ
．
近
代
の
学
校
制
度
と
文
学
研
究

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
新
潮
流
は
、
新
し
い
教
育
制
度
を
基
礎
と
し
て
い
た
。
新
式
教
育
と
旧
式
教
育
の
最
大
の
違
い
は
、
確
定

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
存
す
る
か
否
か
に
あ
る
。
文
学
史
は
、
文
学
と
し
て
教
え
ら
れ
る
べ
き
内
容
を
歴
史
の
順
序
に
沿
っ
て
排
列
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
部
を
な
す
の
み
な
ら
ず
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
全
体
を
可
視
化
す
る
意
義
を
も
っ
て
い
た
。
和

田
英
信
は
、
明
治
期
の
中
国
文
学
史
に
中
途
で
終
わ
っ
て
い
る
も
の
が
し
ば
し
ば
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
当
時
の

文
学
史
の
多
く
が
講
義
録
と
し
て
著
さ
れ
た
た
め
、
実
際
の
講
義
の
状
況
が
直
接
反
映
し
た
五
九
こ
と
を
挙
げ
る
六
十
。
文
学
史
は
、
近
代
的

学
校
教
育
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
中
国
で
も
、
梁
啓
超
の
『
屈
原
研
究
』
は
大
学
で
の
講
演
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

文
学
史
を
書
い
た
の
も
、
新
式
の
学
校
教
育
を
受
け
た
人
々
で
あ
っ
た
。
比
較
的
年
長
で
あ
る
末
松
謙
澄
（
一
八
五
五
―

一
九
二
〇
）
は
、

明
治
十
一
年（
一
八
七
八
）か
ら
十
九
年（
一
八
八
六
）ま
で
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
、ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
学
ん
だ
。
古
城
貞
吉（
一
八
六
六

―

一
九
四
九
）
は
天
囚
よ
り
わ
ず
か
一
歳
年
少
だ
が
、
同
心
学
舎
・
熊
本
高
等
中
学
卒
業
後
、
一
高
を
中
退
し
て
い
る
。
高
等
中
学
校
や
高

等
学
校
は
大
学
へ
の
予
備
教
育
を
担
っ
て
お
り
、
英
・
独
・
仏
の
語
学
習
得
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
中
退
と
は
い
え
、
古
城
が
受
け
た
の

は
こ
う
し
た
新
式
教
育
な
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
漢
学
の
方
が
独
学
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
他
に
も
、
高
瀬
武
次
郎
（
一
八
六
九
―

一
九
五
〇
）・

藤
田
豊
八
（
一
八
六
九
―

一
九
二
九
）・
笹
川
種
郎
（
一
八
七
〇
―

一
九
四
九
）・
久
保
天
随
（
一
八
七
五
―

一
九
三
四
）
ら
は
天
囚
よ
り
数
年

年
少
だ
が
、
み
な
帝
国
大
学
卒
業
で
あ
り
、
し
か
も
彼
ら
の
文
学
史
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
数
年
後
の
若
い
う
ち
に
書
か
れ
て
い
る
六
一
。

ひ
と
り
児
島
献
吉
郎
（
一
八
六
六
―

一
九
三
一
）
の
み
は
天
囚
と
同
じ
く
古
典
講
習
科
で
学
ん
だ
が
、
そ
の
文
学
史
は
、
早
期
の
も
の
は
春

秋
戦
国
で
頓
挫
し
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
『
支
那
大
文
学
史
古
代
篇
』
で
も
春
秋
戦
国
を
「
全
盛
時
代
」
と
称
し
て
い
た
が
、

三
年
後
の
『
支
那
文
学
史
綱
』
で
は
上
古
・
中
古
・
近
古
・
近
世
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
叙
述
に
落
ち
着
く
六
二
。
つ
ま
り
、
中
国
文
学
史

と
い
う
の
は
、
は
じ
め
は
西
洋
の
学
術
に
ふ
れ
た
若
い
世
代
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
の
だ
が
、
彼
ら
が
そ
れ
に
よ
っ
て
切
り
開
い
た
学
術
的
環

境
は
、
新
式
教
育
を
受
け
て
い
な
い
者
に
も
、
次
第
に
新
し
い
時
代
の
新
し
い
文
学
観
を
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

天
囚
の
『
屈
原
賦
説
』
も
ま
た
、
は
じ
め
に
ふ
れ
た
よ
う
に
京
都
帝
国
大
学
の
講
義
を
基
と
し
て
い
た
。
上
巻
の
目
録
に
は
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
五
月
の
日
付
が
あ
り
、
下
巻
稿
本
の
題
簽
に
は
「
大
正
九
年
八
月
起
稿
」
と
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
年
か
ら
、
天
囚
は

島
津
家
臨
時
編
輯
所
に
招
か
れ
毎
月
東
京
に
通
う
よ
う
に
な
り
、翌
十
年
に
は
宮
内
省
御
用
掛
に
任
命
さ
れ
て
上
京
す
る
こ
と
に
な
る
。『
屈

原
賦
説
』
下
巻
が
完
成
を
み
な
か
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
天
囚
は
あ
と
で
述
べ
る
よ
う
に
東
京
大
学
古
典
講
習
所
で

五
九　

た
と
え
ば
藤
田
豊
八
の

文
学
史
が
「
東
漢
文
学
」
で
終

わ
っ
て
い
る
の
は
、末
尾
に「
講

者
支
那
行
の
事
あ
り
、
遺
憾
な

が
ら
こ
こ
に
こ
の
稿
を
中
止

す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
藤
田
が

渡
航
し
て
講
義
を
継
続
で
き
な

く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

六
十　

川
合
編
前
掲
書
資
料
篇

六
十
頁
。

六
一　

古
城
著
は
明
治
三
十
年 

（
一
八
九
七
、
三
二
歳
）、

笹
川
著
は
同
三
十
一
年

（
一
八
九
八
、
二
九
歳
）、

久
保
著
は
同
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
、二
九
歳
）。
高
瀬

著
と
藤
田
著
は
刊
行
年
不
明
だ

が
、
前
者
は
三
〇
代
、
後
者
は

二
〇
代
で
の
著
述
と
考
え
ら
れ

る
。
詳
細
は
川
合
編
前
掲
書
資

料
篇
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
を
参

照
。

六
二　

幸
福
香
織
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
児
島
献
吉
郎
に
よ
る
文

学
史
の
最
初
の
試
み
は
、
明
治

二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
か
ら

翌
年
に
か
け
、
同
文
社
『
支
那

文
学
』に
連
載
さ
れ
た
と
い
う
。

『
支
那
大
文
学
史
古
代
篇
』・『
支

那
文
学
史
綱
』
は
と
も
に
冨
山

房
よ
り
刊
行
。
ち
な
み
に
『
古

代
篇
』
の
収
録
範
囲
は
隋
ま
で

で
あ
る
。
川
合
編
前
掲
書
資
料
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篇
二
〇-

三
二
頁
参
照
。

六
三　

笹
川
種
郎
『
支
那
小
説

戯
曲
小
史
』（
東
華
堂
、
明
治

三
十
年
﹇
一
八
九
七
﹈）、
宮
原

民
平
『
支
那
小
説
戯
曲
史
概

説
』（
共
立
社
、
大
正
十
四
年

﹇
一
九
二
五
﹈）
な
ど
。
ジ
ャ
ン

ル
ご
と
の
文
学
史
が
戯
曲
・
小

説
か
ら
始
ま
っ
た
の
は
、
こ
れ

ら
が
そ
れ
以
前
に
は
正
統
文
学

と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
新
し
い
文
学
観
が

入
っ
て
き
て
そ
の
価
値
が
見
い

だ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

れ
を
記
述
す
る
必
要
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

 

六
四　

松
本
肇
「
日
本
で
刊
行

さ
れ
た
中
国
文
学
史　

大
正
・

昭
和
戦
前
篇
」（
川
合
編
前
掲

書
資
料
篇
）
八
五
頁
、
お
よ
び

一
〇
四
頁
。

学
ん
だ
が
、
新
式
の
教
育
を
受
け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代
に
栄
え
た
懐
徳
堂
を
再
興
し
て
講
義
も
行
っ
た
が
、
京
都
帝
大
で
の
授

業
は
非
常
勤
で
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
生
涯
を
通
じ
て
新
式
学
校
の
常
勤
職
に
つ
い
た
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
新
式
教
育
と
の
関

わ
り
が
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
囚
の
著
作
に
は
、
当
時
の
新
し
い
学
術
の
状
況
が
は
っ
き
り
と
反
映
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、『
屈
原
賦
説
』の
あ
る
部
分
は
、学
界
の
潮
流
を
先
取
り
さ
え
し
て
い
る
。「
騒
伝
」篇
は
楚
辞
の
流
伝
を
述
べ
、「
宋
玉
」

篇
は
宋
玉
の
作
品
を
論
じ
、「
擬
騒
」
篇
は
漢
代
以
降
の
楚
辞
体
作
品
を
扱
う
の
だ
が
、
こ
の
三
篇
は
ひ
と
連
な
り
の
も
の
と
し
て
、
楚
辞

体
の
文
学
史
を
形
成
し
て
い
る
。
賦
の
起
源
を
検
討
し
た
「
原
賦
」
篇
を
こ
れ
に
含
め
て
も
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
別
の
文
学
史
と

い
う
の
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
時
期
に
は
珍
し
く
、
し
か
も
ほ
と
ん
ど
戯
曲
・
小
説
に
限
ら
れ
て
い
た
六
三
。
楚
辞
を
含
む
辞
賦

の
ジ
ャ
ン
ル
に
関
し
て
い
え
ば
、鈴
木
虎
雄
の『
賦
史
大
要
』が
刊
行
さ
れ
る
の
は
、昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。『
屈

原
賦
説
』
は
独
立
し
た
ジ
ャ
ン
ル
別
文
学
史
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
二
十
篇
の
う
ち
三
篇
な
い
し
四
篇
の
ま
と
ま
っ
た
分
量
を
こ
れ
に

充
て
て
お
り
、
そ
の
先
進
性
は
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
し
て
『
屈
原
賦
説
』
の
全
体
は
、
は
じ
め
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
楚
辞
に
関
す
る
諸
問
題
を
広
く
論
じ
た
、
楚
辞
概
論
と
い
う
べ
き
も
の

で
あ
っ
た
。
文
学
概
論
と
い
う
の
は
、
大
正
時
代
に
入
っ
て
出
現
し
た
新
し
い
類
型
で
あ
る
。
松
本
肇
は
、
大
正
時
代
に
新
た
な
中
国
文
学

史
が
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、文
学
概
論
の
出
現
が
大
正
期
の
新
し
い
動
向
で
あ
る
こ
と
、昭
和
の
前
期
に
は
小
説
・
戯
曲
・

詩
論
・
賦
な
ど
の
多
彩
な
分
野
の
研
究
書
が
出
現
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
六
四
。
文
学
史
の
刊
行
が
一
段
落
し
て
か
ら
文
学
概
論
や
分
野
ご

と
の
研
究
書
が
出
て
く
る
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
研
究
史
上
の
必
然
で
あ
ろ
う
。
新
し
い
文
学
研
究
の
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
の
対
象
を
規

定
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
時
系
列
に
沿
っ
て
記
述
す
る
こ
と
で
文
学
史
が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
研
究
が
進
ん
で
ゆ
く
と
、
発
展
の

方
向
と
し
て
は
二
つ
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
範
囲
を
限
定
し
て
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
る
方
向
で
、
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
文
学
史
は
こ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
。も
う
一
つ
は
文
学
に
広
く
適
用
さ
れ
る
基
本
原
理
を
考
え
よ
う
と
す
る
方
向
で
、文
学
概
論
は
こ
う
し
て
出
現
す
る
の
で
あ
る
。『
屈

原
賦
説
』
は
、
楚
辞
と
い
う
一
つ
の
分
野
を
対
象
と
し
つ
つ
、
ジ
ャ
ン
ル
別
文
学
史
と
文
学
概
論
の
二
つ
の
要
素
を
兼
ね
備
え
た
も
の
で
あ

り
、
大
正
時
代
の
中
国
文
学
研
究
と
し
て
、
最
も
先
進
的
な
著
作
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
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三
、『
屈
原
賦
説
』
の
「
古
さ
」

―
漢
文
で
書
く
と
い
う
こ
と

ａ
．
旧
式
教
育
最
後
の
世
代

―
古
典
講
習
科
と
考
証
学

以
上
『
屈
原
賦
説
』
の
新
し
さ
に
つ
い
て
縷
々
論
じ
て
き
た
の
で
は
あ
る
が
、
一
方
で
そ
れ
が
漢
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
ず
前
提
と
し
て
、
天
囚
が
受
け
た
教
育
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
く
。

天
囚
は
明
治
維
新
の
三
年
前
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
種
子
島
で
生
ま
れ
た
。
郷
里
で
前
田
豊
山
（
一
八
三
一
―

一
九
一
三
）
か
ら

朱
子
学
を
学
ん
だ
後
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
上
京
し
、
同
じ
く
薩
摩
藩
出
身
の
重
野
成
斎
（
一
八
二
七
―

一
九
一
〇
）
と
、
そ
の

友
人
の
島
田
篁
村
（
一
八
三
八
―

九
八
）
の
私
塾
で
学
ん
だ
。
東
京
大
学
は
す
で
に
開
学
し
て
お
り
、
和
漢
文
学
科
も
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、

当
時
の
東
京
大
学
は
英
語
で
授
業
を
行
っ
て
お
り
、
和
漢
文
学
科
で
も
東
西
兼
修
を
標
榜
し
て
、
学
生
に
英
語
を
課
し
て
い
た
。
た
だ
で
さ

え
漢
学
の
地
位
が
低
下
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
漢
学
を
修
め
る
者
の
多
く
は
英
語
が
で
き
な
い
か
ら
、
和
漢
文
学
科
は
学
生
が
ほ
と
ん
ど
い

な
い
状
況
が
続
き
、
漢
学
は
相
変
わ
ら
ず
私
塾
に
お
い
て
教
授
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
に
鑑
み
、
明
治
十
五
年
（
一
九
八
二
）

に
東
京
大
学
に
古
典
講
習
科
が
設
置
さ
れ
て
六
五
国
学
の
課
程
が
開
か
れ
、
十
六
年
に
は
漢
学
の
部
門
も
学
生
募
集
を
開
始
し
た
。
古
典
講

習
科
は
入
試
に
英
語
を
課
さ
ず
、
授
業
も
伝
統
的
な
国
学
か
漢
学
で
、
し
か
も
募
集
定
員
の
四
割
は
給
費
制
と
い
う
破
格
の
待
遇
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
お
い
て
新
式
教
育
を
受
け
て
い
な
い
各
地
の
秀
才
が
雲
の
ご
と
く
集
ま
り
、
漢
学
教
育
の
一
大
中
心
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
町
田
三

郎
は
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
ふ
れ
、「
当
時
東
京
や
大
阪
の
大
都
会
で
こ
そ
数
学
塾
や
英
語
塾
が
存
在
し
た
が
、
地
方
に
そ
れ
を
望
む
こ
と

は
難
し
か
っ
た
。
語
学
を
身
に
つ
け
る
べ
き
チ
ャ
ン
ス
も
ま
た
な
か
っ
た
。
地
方
に
は
こ
う
し
た
秀
才
が
ご
ろ
ご
ろ
い
た
の
で
あ
る
。
種
子

島
出
身
の
西
村
天
囚
に
せ
よ
、
松
江
か
ら
上
京
し
た
瀧
川
亀
太
郎
に
せ
よ
、
事
情
は
同
じ
で
あ
っ
た
六
六
。」
と
い
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、
古
典
講
習
所
は
わ
ず
か
二
回
の
入
試
を
行
っ
た
の
み
で
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
は
廃
止
さ

れ
て
し
ま
う
六
七
。
同
時
に
、
十
九
年
に
東
京
大
学
か
ら
改
称
し
て
い
た
帝
国
大
学
は
、
関
連
す
る
教
学
部
門
を
拡
充
し
て
、
国
文
・
国
史
・

漢
学
な
ど
の
専
攻
が
設
置
さ
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
に
は
、
新
式
学
校
教
育
が
よ
う
や
く
普
及
し
、
帝
国
大
学
本
科
で
も
伝
統
学
術
に
志
す
優
秀

な
学
生
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
六
八
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
て
く
れ
ば
、
古
典
講
習
所
は
新
旧
両
制
度
の
過
渡
期

の
産
物
で
あ
り
、
天
囚
は
旧
式
教
育
を
受
け
た
最
後
の
世
代
六
九
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
よ
う
。

同
時
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
古
典
講
習
所
に
代
表
さ
れ
る
当
時
の
伝
統
的
学
術
は
決
し
て
因
循
姑
息
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
漢
学
の
範
囲
で
最
も
先
進
的
な
学
問
と
い
え
ば
、
清
朝
考
証
学
で
あ
っ
た
。
重
野
成
斎
も
島
田
篁

村
も
、
と
も
に
考
証
学
を
自
ら
の
方
法
と
し
、
古
典
講
習
所
の
教
壇
に
立
っ
た
七
十
。
考
証
学
は
、
儒
教
の
経
典
の
完
全
な
る
理
解
を
究
極

六
五　

実
際
に
は
伝
統
学
術
振

興
と
い
う
建
前
だ
け
で
な
く
、

帝
国
憲
法
体
制
に
向
け
た
我
が

国
固
有
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
構

築
や
、
詔
勅
を
頂
点
と
す
る
公

文
書
作
成
を
担
う
人
材
養
成
な

ど
、
政
治
・
行
政
の
直
面
す
る

課
題
が
絡
ん
で
い
た
と
も
指
摘

さ
れ
る
。
品
田
悦
一
・
齋
藤
希

史
『「
国
書
」
の
起
源

―
近

代
日
本
の
古
典
構
成
』（
新
曜

社
、
二
〇
一
九
年
）
参
照
。

六
六　

町
田
三
郎
「
東
京
大

学
『
古
典
講
習
科
』
の
人
々
」、

『
明
治
の
漢
学
者
た
ち
』（
前

揭
）
一
四
七
頁
。
初
出
は

『
哲
学
年
報
』（
九
州
大
学
）

五
一
、一
九
九
二
年
。

六
七　

ち
な
み
に
給
費
生
だ
っ

た
天
囚
は
、
奨
学
金
を
打
ち
切

ら
れ
た
こ
と
で
古
典
講
習
科
を

中
退
し
て
い
る
。
し
ば
ら
く
は

『
屑
屋
の
籠
』
な
ど
の
小
説
を

書
い
て
糊
口
を
し
の
ぐ
が
、
生

活
が
立
ち
ゆ
か
ず
に
夜
逃
げ

し
、
関
西
の
新
聞
社
を
経
て
大

阪
朝
日
に
入
社
す
る
こ
と
に
な

る
。

六
八　

町
田
は
、
学
制
の
整
備

に
う
ま
く
乗
っ
た
例
と
し
て
、

天
囚
よ
り
二
歳
若
く
東
京
育
ら

の
服
部
宇
之
吉
（
一
八
六
七-

一
九
三
九
）
を
挙
げ
て
い
る
。
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前
掲
文
一
四
七
頁
。
な
お
服
部

は
漢
文
学
科
で
は
な
く
哲
学
科

出
身
で
あ
る
。

六
九　

古
典
講
習
所
は
学
生
の

年
齢
を
二
十
歳
以
上
三
十
歳
以

下
と
し
て
い
た
が
、
町
田
は
、

こ
れ
は
厳
格
に
は
運
用
さ
れ

ず
、
天
囚
は
数
え
年
十
九
歳
で

入
学
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
（
前
掲
文
注
６
）。

七
十　

島
田
の
古
典
講
習
科
お

よ
び
帝
国
大
学
移
行
後
の
授
業

に
つ
い
て
は
、
町
泉
寿
郎
「
島

田
重
礼
と
考
証
学
」（
講
座
近

代
日
本
と
漢
学　

第
四
巻
『
漢

学
と
学
芸
』、
戎
光
祥
出
版
、

二
〇
二
〇
年
、二
四-

四
一
頁
）

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

七
一　

い
ず
れ
も
大
阪
大
学
懐

徳
堂
文
庫
蔵
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
崔
・
石
川
前
掲
文
に
解

題
が
あ
る
。

七
二　

大
阪
大
学
は
、
こ
の
本

を
『
楚
辞
攷
異
』
の
名
で
収
蔵

す
る
。

七
三　

不
分
卷
、
四
冊
。『
江

戸
・
明
治
期
日
本
に
お
け
る

『
楚
辞
』
諸
注
釈
解
題
』（
科

研
費25370404

「
日
本
楚
辞

学
の
基
礎
的
研
究
」
報
告
書
）

一
九-

二
七
頁
に
、
筆
者
に
よ

の
目
標
と
す
る
点
に
お
い
て
は
旧
来
の
経
学
の
限
界
を
抱
え
て
い
る
が
、
し
か
し
所
論
の
一
つ
一
つ
に
文
献
上
の
論
拠
を
求
め
る
そ
の
方
法

は
、
む
し
ろ
近
代
的
学
術
に
通
じ
る
も
の
を
備
え
て
い
る
。
篁
村
は
大
学
教
授
と
し
て
多
く
の
学
者
を
養
成
し
た
し
、
成
斎
は
明
治
政
府
の

修
史
事
業
に
参
加
し
、
の
ち
に
は
や
は
り
帝
大
教
授
と
な
っ
て
、
考
証
史
学
の
祖
と
称
さ
れ
る
に
至
る
。
日
本
の
漢
学
は
、
考
証
学
の
方
法

を
媒
介
と
し
て
、
近
代
的
学
術
に
脱
皮
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
郷
里
で
朱
子
学
を
学
び
、
漢
学
の
基
礎
を
身
に
つ
け
た
天
囚
は
、
東
京
で
ふ

れ
た
考
証
学
を
通
し
て
、
近
代
的
な
学
術
を
受
け
入
れ
る
基
盤
を
培
い
、
晩
年
の
『
屈
原
賦
説
』
に
至
っ
て
そ
れ
を
実
践
し
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
大
量
の
文
献
を
引
用
し
て
一
つ
一
つ
検
討
す
る
そ
の
方
法
は
、
ま
さ
に
考
証
学
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
漢
文
で

書
く
こ
と
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
さ
え
あ
っ
た
。

ｂ
．
楚
辞
学
シ
リ
ー
ズ
構
想

―
瀧
川
資
言
『
史
記
会
注
考
証
』
と
の
比
較
か
ら

も
ち
ろ
ん
、『
屈
原
賦
説
』
が
実
際
に

0

0

0

漢
文
で
書
か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
の
高
度
な
専
門
性
と
、
そ
れ
が
書
か
れ
た
大
学

と
い
う
場
を
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
天
囚
の
も
う
一
つ
の
学
術
的
貢
献
で
あ
る
日
本
近
世
儒
学
の
研
究
は
、
ま
ず
『
朝
日
』
の
記
事

と
し
て
連
載
さ
れ
、
そ
れ
を
の
ち
に
書
物
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
然
な
が
ら
文
語
体
で
は
あ
る
が
和
文
で
書
か
れ
て
い
た
。
そ
れ

に
対
し
、『
屈
原
賦
説
』
は
大
学
の
講
義
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
般
の
読
者
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
く
、
ま
し
て
中

国
を
対
象
と
し
た
研
究
で
、
使
っ
た
資
料
も
み
な
中
国
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
漢
文
で
書
く
の
は
む
し
ろ
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

天
囚
に
は
、
他
に
も
い
く
つ
か
楚
辞
に
関
す
る
未
刊
の
著
作
が
あ
る
七
一
。
ま
ず
本
文
校
訂
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、『
楚
辞
王
注
攷
異
』

が
あ
る
。
天
囚
は
、
架
蔵
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
刊
莊
（
村
田
）
允
益
等
校
『
楚
辞
』
十
七
巻
に
諸
本
と
の
校
異
を
書
き
込
ん
で
お
り

七
二
、
そ
れ
を
基
に
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
扉
裏
に
「
大
正
己
未
八
月
藁
を
起
こ
し
、
十
二
月
業
を
畢
ふ
」
と
い
う
か
ら
、
大
正

八
年
（
一
九
一
九
）、
す
な
わ
ち
『
屈
原
賦
説
』
上
巻
の
前
年
に
完
成
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
現
存
す
る
の
は
「
離
騒
」「
九
歌
」
を
扱

っ
た
上
巻
一
冊
の
み
で
あ
る
。
次
に
注
釈
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、『
楚
辞
集
釈
』
が
あ
る
。
同
治
十
一
年
（
一
八
七
二
）
金
陵
書
局
重
刊

の
明
汲
古
閣
本
『
楚
辞
』
十
七
巻
に
、
歴
代
諸
家
の
注
釈
を
集
め
た
「
集
釈
」、
異
説
を
記
し
た
「
存
異
」、
自
ら
の
考
え
を
述
べ
た
「
私
案
」

な
ど
を
書
き
込
ん
だ
も
の
で
、こ
れ
に
も
巻
末
に
「
大
正
八
年
五
月
念
日
（
＝
二
十
日
）」
の
日
付
が
あ
る
。
さ
ら
に
『
楚
辞
纂
説
七
三
』
は
、

古
今
の
書
籍
か
ら
楚
辞
に
関
す
る
記
述
を
抜
き
出
し
て
編
ん
だ
も
の
で
、
楚
辞
資
料
彙
編
と
名
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
内
容
は
、
屈

原
に
関
す
る
資
料
、
屈
原
に
ま
つ
わ
る
作
品
、
楚
辞
に
言
及
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
、
さ
ら
に
は
騒
・
辞
・
賦
な
ど
の
文
体
論
な
ど
を
含
み
、

『
屈
原
賦
説
』
の
内
容
と
よ
く
一
致
す
る
。『
屈
原
賦
説
』
は
、
こ
の
よ
う
な
膨
大
か
つ
周
到
な
準
備
の
上
に
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
『
屈
原
賦
説
』
上
巻
に
は
二
種
の
稿
本
が
あ
る
が
、
う
ち
表
紙
に
「
未
定
藳
」
と
あ
る
一
種
に
は
扉
に
「
騷
學
三
書
之
弌
」
と
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記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
『
王
注
楚
辞
攷
異
』
に
は
「
屈
子
學
三
書
之
弐
」
と
の
注
記
が
あ
る
。「
騒
学
」
と
「
屈
子
学
」
が
同
じ
な
の
か

ど
う
か
、
仮
に
同
じ
で
あ
っ
た
と
し
て
「
其
三
」
が
何
を
指
す
の
か
は
不
明
だ
が
、
天
囚
に
は
、
楚
辞
の
校
訂
・
注
釈
・
資
料
集
成
そ
し
て

概
論
を
包
括
し
た
、
一
連
の
著
作
シ
リ
ー
ズ
の
構
想
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
原
稿
も
、
大
正
八
、九
年
頃
に
は
着
々
と
整

備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
。
漢
籍
の
校
訂
・
注
釈
・
資
料
集
成
は
、
漢
文
で
書
く
の
が
便
利
で
あ
り
、
ま
た
自
然
で
あ
る
。
今
日
で
も
、
校

勘
記
を
簡
潔
な
漢
文
で
書
く
こ
と
は
あ
る
し
、
中
国
で
は
文
語
体
の
注
釈
も
珍
し
く
は
な
い
。『
屈
原
賦
説
』
も
そ
れ
ら
と
一
連
の
も
の
と

し
て
構
想
さ
れ
た
の
な
ら
、
そ
れ
が
漢
文
を
用
い
る
の
は
、
む
し
ろ
必
須
の
条
件
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
瀧
川
資
言
（
通
称
亀
太
郎
、号
は
君
山
、一
八
六
五
―

一
九
四
六
）
の
『
史
記
会
注
考
証
』
に
ふ
れ
る
の
も
回
り
道
で
は
な
か
ろ
う
。

瀧
川
は
、
先
に
引
い
た
町
田
三
郎
の
文
章
で
、
地
方
の
秀
才
の
例
と
し
て
天
囚
と
並
称
さ
れ
て
い
た
が
、
天
囚
と
は
同
年
で
、
と
も
に
島
田

篁
村
に
学
び
、
古
典
講
習
科
で
も
机
を
並
べ
た
親
友
で
あ
る
。
そ
の
後
天
囚
は
大
阪
で
記
者
と
な
り
、
瀧
川
は
仙
台
の
第
二
高
等
学
校
で
教

鞭
を
執
る
が
、
そ
の
交
友
は
変
わ
ら
ず
続
い
た
。

瀧
川
は
、
東
北
帝
国
大
学
所
蔵
の
古
活
字
本
『
史
記
』
の
欄
外
に
、
唐
の
張
守
節
の
注
釈
『
史
記
正
義
』
の
佚
文
が
大
量
に
書
き
入
れ
ら

れ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。『
史
記
正
義
』
は
、
現
行
本
で
は
南
朝
宋
の
裴
駰
の
『
史
記
集
解
』・
唐
の
司
馬
貞
の
『
史
記
索
隠
』
と
合
わ
せ

収
録
さ
れ
る
が
、そ
の
際
に
削
ら
れ
た
部
分
が
、日
本
で
は
書
き
入
れ
の
形
で
保
存
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
瀧
川
は
こ
れ
ら
を
『
史

記
正
義
佚
存
』
二
巻
に
ま
と
め
た
七
四
が
、
そ
れ
を
直
ち
に
刊
行
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
日
本
の
鈔
本
や
前
田
家
伝
来
『
博
士
家
本
史
記
異
字
』

所
引
を
も
含
め
た
諸
本
の
校
勘
、
中
井
積
徳
・
岡
白
駒
ら
日
本
の
学
者
を
含
め
た
諸
注
釈
の
集
成
、『
史
記
』
本
文
の
記
述
の
基
づ
く
と
こ

ろ
の
考
証
を
も
合
わ
せ
た
、『
史
記
』
の
総
合
的
研
究
書
を
構
想
す
る
。
こ
う
し
て
著
さ
れ
た
の
が
『
史
記
会
注
考
証
』
で
あ
り
、
昭
和
七

年（
一
九
三
二
）か
ら
九
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
。
瀧
川
が
東
北
帝
大
本『
史
記
』の『
正
義
』佚
文
を
見
つ
け
た
の
は
大
正
二
年（
一
九
一
三
）

だ
と
い
う
七
五
か
ら
、
実
に
二
十
年
越
し
の
大
仕
事
で
あ
っ
た
。
日
本
の
『
史
記
』
研
究
は
も
と
よ
り
、
日
本
漢
学
史
上
に
残
る
、
ま
た
世

界
に
誇
る
に
足
る
成
果
で
あ
り
、
今
日
ま
で
、『
史
記
』
研
究
の
最
重
要
文
献
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

『
史
記
会
注
考
証
』
に
は
、実
は
も
う
一
つ
、現
在
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
、巻
末
に
附
載
す
る
「
史
記
総
論
」

で
あ
る
。
そ
の
項
目
は
、
太
史
公
事
歴
・
太
史
公
年
譜
・
史
記
資
材
・
史
記
名
称
・
史
記
記
事
・
史
記
体
製
・
史
記
文
章
・
史
記
残
欠
・
史

記
附
益
・
史
記
流
伝
・
史
記
鈔
本
刊
本
・
史
記
集
解
索
隠
正
義
・
史
記
正
義
佚
存
・
司
馬
貞
張
守
節
事
歴
・
史
記
考
証
引
用
書
目
挙
要
と
い

う
も
の
で
、
司
馬
遷
の
事
跡
に
始
ま
り
、
諸
本
や
注
釈
に
至
る
ま
で
、『
史
記
』
に
関
す
る
諸
問
題
が
広
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
注
意

し
た
い
の
は
、
こ
れ
が
す
べ
て
漢
文
で
一
六
七
頁
と
い
う
大
部
な
も
の
で
あ
る
点
だ
。
こ
れ
だ
け
の
分
量
に
な
る
の
は
、
大
量
の
文
献
を
引

用
す
る
考
証
学
の
ス
タ
イ
ル
を
と
る
か
ら
で
あ
る
。
内
容
も
単
な
る
解
題
や
凡
例
の
域
を
超
え
、
総
論
の
名
の
通
り
『
史
記
』
に
関
す
る
概

る
解
題
と
引
用
書
目
一
覧
を

載
せ
る
。
解
題
の
中
国
語
版

は
、
日
本
楚
辞
学
的
基
礎
研
究

小
組
「
日
本
江
戸
・
明
治
時
期

的
楚
辞
学
」
と
し
て
『
中
国
楚

辞
学
』
第
二
六
輯
（
二
〇
一
九

年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（『
楚

辞
纂
説
』
に
つ
い
て
は
二
三
九

-

二
四
一
頁
）。
な
お
本
書
は
、

二
〇
二
〇
年
に
至
っ
て
、
崔
小

敬
の
点
校
に
よ
り
、『
屈
原
賦

説
』
等
と
合
冊
で
出
版
さ
れ
た

（
前
掲
）。

七
四　

以
上
の
い
き
さ
つ
は
、

『
史
記
会
注
考
証
』
附
載
「
史

記
総
論
」
の
「
史
記
正
義
佚
存
」

に
詳
し
い
。

七
五　
『
史
記
会
注
考
証
』
巻

末
「
書
史
記
会
注
考
証
後
」。
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七
六　

瀧
川
は
天
囚
の
追
悼
文

の
中
で
、
天
囚
か
ら
の
来
信
二

通
（
大
正
九
年
八
月
二
七
日
お

よ
び
九
月
七
日
）
を
紹
介
す
る

が
、
そ
こ
に
は
執
筆
中
の
『
屈

原
賦
説
』
に
ふ
れ
る
箇
所
が

あ
る
。「
碩
園
博
士
の
初
年
と

晩
年
」、『
碩
園
先
生
追
悼
録
』

（『
懐
徳
』
第
二
号
、
懐
徳
堂
堂

友
会
、
一
九
二
五
年
）
六
一-

六
二
頁
参
照
。
近
年
、
池
田
光

子
は
、
種
子
島
西
村
家
所
蔵
資

料
か
ら
、「
資
言
」
の
署
名
の

あ
る
瀧
川
の
草
稿
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
を
報
告
し
、「
こ
の
二

つ
の
草
稿
が
正
し
く
資
言
の

手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
両
者
の
関
係
は
現
在
認
識

さ
れ
て
い
る
よ
り
も
、
密
接
な

も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
予
測
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。

「
種
子
島
西
村
家
所
蔵
西
村
天

囚
関
係
資
料
の
整
理
状
況
と

特
徴
と
に
つ
い
て
」、『
懐
徳
』

八
七
、二
〇
一
九
年
、
四
四
頁
。

七
七　
『
斯
文
』
四-

四
、大
正

十
一
年
（
一
九
二
二
）、二
四
九

-

二
六
三
頁
。

論
と
い
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
通
常
の
解
題
や
凡
例
と
異
な
り
巻
末
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
も
、
そ
れ
自
体
で
独
立
し
た
著
述
と
な

り
得
る
量
と
質
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

「
史
記
通
論
」
が
漢
文
で
書
か
れ
た
の
は
、
考
証
学
の
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
い
る
た
め
も
あ
る
が
、
本
文
批
評
・
注
釈
・
考
証
と
い
う
、

極
め
て
専
門
性
の
高
い
文
献
学
的
著
作
の
一
部
と
し
て
書
か
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
天
囚
も
ま
た
、『
屈
原
賦
説
』
の
他
に
、
一
連
の
文
献
学

的
著
作
を
構
想
し
、
原
稿
も
準
備
し
て
い
た
。
そ
の
構
想
が
す
べ
て
実
現
し
て
い
た
な
ら
、『
史
記
会
注
考
証
』
と
並
ぶ
よ
う
な
記
念
碑
的

著
作
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

天
囚
が
京
都
帝
大
で
楚
辞
を
講
じ
て
い
た
頃
、
瀧
川
は
二
高
で
教
え
つ
つ
『
史
記
』
諸
本
の
調
査
を
進
め
て
い
た
。
二
人
が
互
い
の
著
作

の
構
想
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
七
六
。
若
き
日
に
古
典
講
習
科
で
身
に
つ
け
た
考
証
学
が
、
二
人
を
同
じ
方
向
に

歩
ま
せ
た
の
だ
ろ
う
。

ｃ
．
支
那
学
者
漢
文
を
学
ぶ
べ
し

天
囚
が
『
屈
原
賦
説
』
を
漢
文
で
書
い
た
こ
と
に
は
、
あ
と
一
つ
積
極
的
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
天
囚
最
晩
年

の
論
文
に
「
修
辞
学
の
将
来
七
七
」
と
題
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
日
本
に
お
い
て
口
語
文
が
盛
ん
に
な
り
、
漢
文
が
衰
え
た
こ

と
を
憂
え
て
書
か
れ
た
の
だ
が
、
実
際
に
は
む
し
ろ
中
国
に
お
け
る
白
話
文
（
口
語
文
）
運
動
で
あ
る
「
文
学
革
命
」
に
相
当
な
注
意
を
向

け
て
い
る
。
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
を
承
け
、
翌
一
九
一
二
年
は
民
国
元
年
と
な
る
が
、
こ
の
年
は
即
ち
日
本
の
大
正
元
年
で
も
あ
る
。

民
国
六
年
（
一
九
一
七
）
に
は
、
雑
誌
『
新
青
年
』
を
舞
台
に
、
胡
適
の
「
文
学
改
良
芻
議
」
と
陳
独
秀
の
「
文
学
革
命
論
」
が
相
次
い
で

発
表
さ
れ
、
翌
年
に
は
そ
の
実
践
と
し
て
魯
迅
が
白
話
文
で
書
い
た
「
狂
人
日
記
」
が
同
誌
に
掲
載
さ
れ
る
。
あ
た
か
も
、
天
囚
が
京
都
帝

大
で
楚
辞
と
並
ん
で
『
古
文
辞
類
纂
』
を
講
じ
、
桐
城
派
の
古
文
を
鼓
吹
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
古
文
と
は
、
四
六
駢
儷
文
の
よ
う
な
技

巧
や
形
式
美
を
排
し
、
い
に
し
え
の
道
に
立
ち
返
ろ
う
と
す
る
思
想
性
を
帯
び
た
文
体
で
あ
る
。
清
代
に
は
、
桐
城
の
方
苞
が
興
し
た
桐
城

派
が
一
世
を
風
靡
し
、
天
囚
も
そ
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
桐
城
の
姚
鼐
が
編
ん
だ
『
古
文
辞
類
纂
』
は
、
彼
ら
が
規
範
と
す
る
文
章

を
集
め
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
文
学
革
命
」
を
唾
棄
し
、
ま
た
「
文
学
革
命
」
の
陣
営
か
ら
も
激
し
い
攻
撃
に
遭
っ
た

の
が
、
ま
さ
に
桐
城
派
の
古
文
家
た
ち
で
あ
っ
た
。

天
囚
は
も
と
よ
り
古
文
を
擁
護
す
る
の
だ
が
、
さ
り
と
て
口
語
文
を
排
撃
す
る
の
で
も
な
か
っ
た
。
彼
の
主
張
は
、
論
文
第
七
節
に
「
各

功
用
あ
り
」
と
題
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
一
節
に
い
う
。
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古
文
辞
廃
す
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
帰
、
方
、
劉
、
姚
七
八
亦
妖
魔
に
あ
ら
ず
。
則
ち
白
話
体
廃
す
べ
き
か
。
曰
く
否
。
白
話
体
亦
自

ら
功
用
あ
り
。
何
ぞ
其
れ
之
を
廃
せ
ん
。
…
…

学
者
は
宜
し
く
学
者
の
文
を
作
る
べ
し
。
新
聞
記
者
は
宜
し
く
新
聞
記
者
の
文
を
作
る
べ
し
。
何
ぞ
必
ず
し
も
一
定
の
文
体
を
用

ひ
之
を
他
人
に
強
ひ
ん
や
。
所
謂
国
民
文
学
、
写
実
文
学
、
社
会
文
学
七
九
固
よ
り
可
な
り
。
皆
用
処
あ
り
。
世
之
な
か
る
べ
か
ら
ず
。

而
も
所
謂
貴
族
文
学
、
古
典
文
学
、
山
林
文
学
亦
可
な
り
。
亦
用
処
あ
り
。
何
ぞ
必
ず
し
も
推
倒
湮
滅
す
る
を
用
ひ
ん
や
八
十
。

中
国
の
「
文
学
革
命
」
は
単
な
る
言
文
一
致
運
動
で
は
な
く
、
古
典
文
を
一
掃
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
儒

教
道
徳
の
打
破
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
桐
城
派
も
単
な
る
文
章
の
流
派
で
は
な
い
。
方
苞
は
文
章
の
「
義
法
」
を
重
ん
じ
、
姚

鼐
は
そ
れ
を
義
理
・
考
拠
・
詞
章
す
な
わ
ち
思
想
・
事
実
・
表
現
の
兼
備
と
し
て
定
式
化
し
た
が
、「
義
理
」
と
は
朱
子
学
の
そ
れ
に
ほ
か

な
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
「
文
学
革
命
」
派
と
桐
城
派
と
は
不
倶
戴
天
の
敵
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
が
、
新
聞
社
に
勤
め
な
が
ら
学

者
と
し
て
も
活
動
し
、
社
会
文
学

―
『
屑
屋
の
籠
』
を
そ
う
よ
ぶ
な
ら
ば
だ
が

―
も
典
雅
な
漢
詩
文
も
よ
く
し
た
天
囚
か
ら
見
れ
ば
、

ど
ち
ら
か
一
方
の
み
を
取
る
の
は
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
こ
で
の
「
貴
族
文
学
」
と
い
う
語
に
は
、「
即
台
閣
文
字
」
と

割
注
が
つ
い
て
い
る
。
台
閣
と
は
、
詔
勅
を
発
す
る
官
署
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
頃
天
囚
は
す
で
に
宮
内
省
に
お
り
、
詔
勅
の
起
草
も
行
っ

て
い
た
か
ら
、
彼
に
は
こ
の
「
貴
族
文
学
」
の
担
い
手
た
る
自
負
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
点
で
は
、
天
囚
の
立
場
は
や
は
り
保
守
で
あ

る
に
は
違
い
な
い
。
し
か
し
、「
各
功
用
あ
り
」
の
論
は
、
対
立
を
う
や
む
や
に
し
て
文
学
の
革
新
を
抑
え
込
も
う
と
い
う
守
旧
派
の
姑
息

な
手
管
で
は
な
く
、
自
ら
の
経
験
に
深
く
根
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
思
想
的
意
義
は
別
途
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

さ
て
「
学
者
の
文
」
に
つ
い
て
は
、
第
八
節
「
専
家
宜
し
く
辞
を
修
む
べ
し
」
で
よ
り
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
る
。

聞
く
泰
西
諸
国
支
那
学
を
研
究
す
る
者
頗
る
多
し
と
。
我
が
支
那
学
者
立
言
著
説
し
て
以
て
世
に
問
は
ん
と
欲
せ
ば
、
支
那
人
泰
西

人
を
以
て
対
手
と
な
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
。
支
那
人
泰
西
人
を
し
て
我
が
書
を
読
ま
し
め
ん
と
欲
せ
ば
、則
ち
漢
文
を
用
ふ
る
に
若
か
ず
。

其
の
作
る
所
の
漢
文
、
古
文
辞
に
あ
ら
ず
ん
ば
則
ち
恐
ら
く
は
広
く
行
は
れ
遠
き
に
伝
は
る
能
は
ざ
る
な
り
。
願
く
は
各
大
学
支
那
学

を
修
む
る
者
を
し
て
必
ず
漢
文
を
修
め
し
め
ん
こ
と
を
八
一
。

こ
の
論
文
は
『
屈
原
賦
説
』
よ
り
後
の
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
主
張
が
『
屈
原
賦
説
』
執
筆
時
に
明
確
に
自
覚
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
厳
密

に
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
自
ら
を
「
支
那
学
者
」
と
規
定
し
、
支
那
人
・
泰
西
人
と
の
交
流
の
必
要
を
説
く
点
は
、
中
国
の
学
者
と
直
接

七
八　

帰
は
明
の
帰
有
光
。
そ

の
文
は
桐
城
派
の
重
要
な
規
範

で
あ
っ
た
。劉
は
清
の
劉
大
櫆
。

方
苞
の
継
承
者
。
陳
独
秀
「
文

学
革
命
論
」
で
、
方
・
姚
を
含

め
た
四
人
は
明
の
古
文
家
と
合

わ
せ
て
「
妖
魔
」
呼
ば
わ
り
さ

れ
る
。

七
九　

陳
の
「
文
学
革
命
論
」

は
、
国
民
文
学
・
写
実
文
学
・

社
会
文
学
の
推
進
と
、
貴
族
文

学
・
古
典
文
学
・
山
林
文
学
の

打
倒
を
説
く
。

八
十　
『
斯
文
』
四-

四
、二
六 

一
頁
。

八
一　

同
前
、
二
六
三
頁
。
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交
流
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
に
目
を
向
け
て
、
旧
来
の
漢
学
の
枠
を
越
え
た
「
支
那
学
」
を
築
い
て
い
っ
た
京
都
帝
大
の
学
風
と

完
全
に
一
致
す
る
。
天
囚
が
京
都
帝
大
で
作
文
の
授
業
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、「
支
那
学
者
漢
文
を
学
ぶ
べ
し
」の
主
張
は
、

京
都
で
の
教
学
経
験
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
国
は
も
と
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
も

中
国
文
化
に
関
心
を
向
け
つ
つ
あ
る
中
、
か
つ
て
東
ア
ジ
ア
の
リ
ン
ガ
・
フ
ラ
ン
カ
で
あ
っ
た
漢
文
に
、
天
囚
は
新
た
な
可
能
性
を
見
い
だ

し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
か
つ
て
官
命
を
受
け
て
高
官
た
ち
と
面
会
し
、
の
ち
に
は
留
学
し
て
学
者
た
ち
と
交
わ
っ
た
自
ら
の
経
験
を

ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ｄ
．
漢
文
は
論
説
に
あ
ら
ず

学
者
は
漢
文
を
学
べ
と
い
う
天
囚
の
主
張
に
は
一
理
あ
る
。
盟
友
瀧
川
資
言
の
『
史
記
会
注
考
証
』
は
、
漢
文
の
著
作
で
あ
っ
た
お
か
げ

で
、刊
行
が
完
結
し
な
い
う
ち
に
中
国
の
新
聞
に
論
評
が
出
た
八
二
と
い
う
。
ま
た
そ
れ
か
ら
十
年
を
経
な
い
一
九
四
〇
年
に
は
、魯
実
先『
史

記
会
注
考
証
駁
議
八
三
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
校
訂
や
注
釈
な
ど
本
文
に
密
着
し
た
研
究
を
別
に
す
れ
ば
、
学
術
論
文
も
日
本
語
で
書
く
の
が
、
天
囚
の
当
時
で
も
す
で
に
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
た
。
天
囚
の
少
年
期
と
異
な
り
、
中
国
語
を
学
ぶ
環
境
も
整
っ
て
い
た
か
ら
、
漢
文
の
交
流
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
は

低
下
し
て
い
た
。
ま
た
当
の
中
国
で
も
、
白
話
文
が
急
速
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
天
囚
の
よ
う
に
自
由
に
漢
文
を
操
れ
る
人
材
が
少
な
く
な

っ
て
い
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
何
よ
り
、
日
本
の
新
し
い
学
問
を
築
く
た
め
に
は
、
や
は
り
日
本
語
で
発
信
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
先
に
ふ
れ
た
と
お
り
、
明
治
期
の
中
国
文
学
史

―
そ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る

―
は
、
主
と
し
て
天

囚
よ
り
年
少
の
、
新
式
教
育
を
受
け
た
帝
国
大
学
卒
業
者
に
よ
っ
て
、
若
い
う
ち
に
書
か
れ
た
。
彼
ら
が
切
り
開
い
た
新
し
い
文
学
観
が
、

天
囚
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
し
て
学
問
が
刷
新
さ
れ
た
後
で
は
、
た
と
え
専
門
性
を
よ
り
深
め
て

い
っ
た
と
し
て
も
、
再
び
漢
文
を
著
述
の
言
語
に
す
る
と
い
う
の
は
、
も
は
や
で
き
な
い
相
談
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

中
国
文
学
史
の
執
筆
が
一
段
落
し
た
明
治
末
年
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
時
期
に
は
、
中
国
の
重
要
な
古
典
を
集
め
た
大
型
叢
書
が
相
次
い

で
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
講
釈
調
の
和
文
に
よ
る
解
説
で
あ
る
早
稲
田
大
学
出
版
部
の
漢
籍
国
字
解
全
書
八
四
や
、
訓
読
文
を
主
と

し
た
国
民
文
庫
刊
行
会
の
国
訳
漢
文
大
成
八
五
は
、
一
般
へ
の
普
及
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
解
題
も
当
然
日
本
語
で
書
か
れ

て
い
る
。
一
方
、
冨
山
房
の
漢
文
大
系
八
六
は
、
原
文
と
重
要
な
注
釈
を
校
訂
し
訓
点
を
附
し
た
も
の
で
、
中
身
は
純
粋
な
漢
文
な
の
だ
が
、

解
題
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
訓
読
体
の
日
本
語
で
あ
る
。
ち
な
み
に
漢
文
大
系
の
『
楚
辞
』
は
、
岡
松
甕
谷
（
一
八
二
〇
―

一
八
九
五
）

の
『
楚
辞
考
』
に
拠
っ
て
い
る
。
岡
松
は
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
か
ら
一
九
年
ま
で
東
京
大
学
教
授
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
古
典
講
習

八
二　

魯
実
先
『
史
記
会
注

考
証
駁
議
』
巻
末
に
附
載
す

る
張
仲
陽
の
「
校
読
識
語
」

に
よ
れ
ば
、
民
国
二
十
三
年

（
一
九
三
四
）
二
月
十
日
の
『
大

公
報
』
図
書
副
刊
に
批
評
が
出

た
と
い
う
。
ち
な
み
に
『
史
記

会
注
考
証
』
の
刊
行
完
結
は
同

年
六
月
。

八
三　

初
版
は
民
国
二
十
九

年
（
一
九
四
〇
）、
湖
南
長
沙

湘
芬
書
局
と
い
う
が
、
未
見
。

一
九
八
六
年
に
岳
麓
書
社
か
ら

点
校
本
が
出
た
。

八
四　

明
治
四
十
二
年
（
一
九 

〇
九
）
刊
行
開
始
。
全
四
十
五

巻
。
ま
ず
浅
見
絅
斎
『
楚
辞
師

説
』
を
含
む
近
世
の
既
存
の
書

を
刊
行
し
、
適
当
な
も
の
が
な

い
場
合
は
早
稲
田
の
教
授
陣
が

新
た
に
執
筆
し
た
。

八
五　

大
正
九
年（
一
九
二
〇
）

刊
行
開
始
。
正
編
・
続
編
合
わ

せ
総
計
八
八
巻
。『
楚
辞
』
は

正
編
文
学
部
第
一
巻
と
し
て
、

釈
清
潭
が
担
当
し
た
。

八
六　

明
治
四
十
二
年
（
一
九 

〇
九
）刊
行
開
始
。
全
二
二
巻
。

『
楚
辞
』
は
第
二
二
巻
に
『
近

思
録
』
と
合
わ
せ
て
収
め
ら
れ

る
。
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科
設
置
に
伴
う
任
用
で
あ
っ
た
。
校
訂
と
解
題
を
担
当
し
た
岡
田
正
之
（
一
八
六
四
―

一
九
二
七
）
も
古
典
講
習
科
の
修
了
生
。
刊
行
は
大

正
五
年
（
一
九
一
六
）
で
、
あ
た
か
も
天
囚
が
京
都
帝
大
に
出
講
を
始
め
た
年
で
あ
る
。
漢
文
大
系
と
て
商
業
出
版
で
あ
り
、
専
門
家
だ
け

を
対
象
に
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
も
な
お
、
天
囚
や
瀧
川
の
よ
う
に
、
解
説
や
総
論
ま
で
す
べ
て
漢
文
で
書
い
て
し
ま
う
の

は
、
や
は
り
特
殊
な
例
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
屈
原
賦
説
』
が
発
表
さ
れ
た
『
芸
文
』
は
、
京
都
帝
大
文
学
部
の
教
授
ら
に
よ
る
京
都
文
学
会
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
お
も
し
ろ

い
こ
と
に
、
学
術
論
文
以
外
に
少
数
な
が
ら
創
作
も
載
せ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
屈
原
賦
説
』
が
掲
載
さ
れ
る
直
前
の
第
一
一
年
第
五
号

（
一
九
二
〇
年
五
月
）
に
は
、
鈴
木
豹
軒
（
虎
雄
）
の
漢
詩
「
春
日
雑
詠
十
首
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
学
問
と
芸
術
と
は
互
い
に
排
除
し

あ
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、「
学
芸
」
と
し
て
と
も
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
あ
り
方
は
、
当
時
の
他
の
学
術
雑
誌
に
も
広
く
見
ら
れ
る
。
天
囚
が
執
筆
し
た
も
の
だ
け
を
見
て
も
、『
東
亜
研
究
』
に
は
「
支

那
の
国
号
に
就
い
て
八
七
」
と
い
う
日
本
語
の
論
考
の
他
、「
祭
先
師
豊
山
先
生
文
八
八
」「
木
邨
耕
巖
翁
碑
八
九
」
な
ど
の
漢
文
が
、「
修
辞
学

の
将
来
」
が
載
っ
た
『
斯
文
』
に
は
、
他
に
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
九
十
」「
延
徳
本
大
学
跋
九
一
」
な
ど
の
漢
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
同
じ
雑
誌
に
載
っ
て
い
て
も
、
日
本
語
の
論
文
と
漢
詩
文
と
は
い
さ
さ
か
扱
い
が
違
っ
た
よ
う
だ
。『
斯
文
』
で
は
そ
れ
が
明

確
に
現
れ
て
い
る
。「
修
辞
学
の
将
来
」
が
「
論
説
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
」「
延
徳
本
大
学
跋
」
は
と
も
に
「
文

苑
」
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
」
が
「
文
苑
」
に
入
れ
ら
れ
る
の
は
も
っ
と
も
で
あ
る
が
、「
延
徳
本
大
学
跋
」
は
、

延
徳
四
年
（
一
四
九
二
）
薩
摩
で
桂
菴
が
刊
刻
し
た
『
大
学
章
句
』
の
、現
存
す
る
再
刊
本
を
影
印
出
版
す
る
際
に
つ
け
ら
れ
た
跋
文
九
二
で
、

そ
の
学
問
上
の
価
値
を
述
べ
た
学
術
論
文
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
跋
文
に
は
格
調
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
、
あ
え
て
「
文
苑
」
に
入
れ
た

と
み
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
「
紀
年
書
法
弁
九
三
」
は
ど
う
か
。
こ
の
文
は
、
年
号
を
下
の
方
に
書
い
た

り
小
さ
く
書
い
た
り
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
日
下
勺
水
の
意
見
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
上
の
実
例
を
挙
げ
て
反
論
し
た
も
の
で
、
い
よ
い

よ
純
粋
な
考
証
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、『
斯
文
』
は
こ
れ
を
「
文
苑
」
に
収
め
て
い
る
。
日
本
語
（
実
際
に
は
漢
文
訓
読
調
の
仮
名
交

じ
り
文
も
多
か
っ
た
が
）
で
書
か
れ
た
も
の
だ
け
が
「
論
説
」
で
、
漢
詩
文
は
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
「
文
苑
」
に
入
る
の
で
あ
る
。『
屈
原

賦
説
』
上
巻
が
『
芸
文
』
に
掲
載
さ
れ
る
際
に
は
、「
原
漢
文
」
と
断
っ
た
上
で
書
き
下
し
文
に
改
め
ら
れ
た
。
あ
る
い
は
『
芸
文
』
に
お

い
て
も
、
論
文
と
し
て
載
せ
る
か
ら
に
は
書
き
下
し
文
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
屈
原
賦
説
』
上
巻
は
、
は
じ
め
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
天
囚
の
没
後
に
他
の
漢
詩
文
と
合
わ
せ
、『
碩
園
先
生
遺
集
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

る
。
そ
こ
で
は
、『
屈
原
賦
説
』
や
「
延
徳
本
大
学
跋
」「
紀
年
書
法
弁
」
の
よ
う
な
学
術
的
文
章
も
、「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
」「
木
邨
耕
巖
翁

碑
」
の
よ
う
な
人
を
顕
彰
す
る
美
文
も
、「
祭
先
師
豊
山
先
生
文
」
の
よ
う
な
個
人
的
交
わ
り
を
反
映
し
た
文
も
、
さ
ら
に
は
張
之
洞
と
会

八
七　
『
東
亜
研
究
』
三-

三
、

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）。

八
八　

同
誌
三-

一
一
、
大
正

二
年
。

八
九　

同
誌
四-

二
、
大
正
三

年
（
一
九
一
四
）。

九
十　
『
斯
文
』
三-

四
、
大

正
十
年
（
一
九
二
一
）。

九
一　

同
誌
六-

六
、
大
正

十
三
年
（
一
九
二
四
）。

九
二　

末
尾
に
「
大
正
癸
亥

六
月
」
の
日
付
が
あ
り
、
実

際
の
執
筆
は
大
正
一
二
年

（
一
九
二
三
）
で
あ
る
。
ち
な

み
に
本
書
の
影
印
出
版
が
、
天

囚
に
と
っ
て
最
後
の
学
術
的
業

績
と
な
っ
た
。

九
三　
『
斯
文
』
五-

五
、
大

正
一
二
年
（
一
九
二
三
）。
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見
し
た
折
の
「
張
制
軍
と
時
事
を
論
ず
る
書
」
も
、
折
々
の
感
情
を
歌
っ
た
漢
詩
も
、
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
、
古
典
中
国
語
と
い
う
語
種
に

よ
っ
て
統
合
さ
れ
る
。
そ
れ
は
全
く
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
中
国
の
、
そ
し
て
漢
文
世
界
の
個
人
文
集
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。

た
だ
『
屈
原
賦
説
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
う
し
て
文
集
に
入
っ
た
こ
と
で
一
つ
重
大
な
変
化
が
起
き
た
。
原
稿
に
朱
筆
で
つ
け
ら
れ
て

い
た
句
点
が
、
す
べ
て
取
り
払
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
断
句
が
さ
れ
て
い
る
も
の
を
わ
ざ
わ
ざ
消
し
去
る
の
は
、
実
用
的
観
点
か
ら
は
ど
う
に

も
解
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
漢
詩
文
集
と
し
て
見
る
な
ら
、
句
点
を
つ
け
る
と
は
な
ん
と
無
粋
な
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
天

囚
没
後
十
二
年
を
経
て
、『
屈
原
賦
説
』
は
き
れ
い
な
白
文
に
仕
立
て
直
さ
れ
て
、
文
集
の
一
巻
に
収
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
文
集

は
永
遠
に
残
っ
た
が
、
論
文
と
し
て
は
埋
葬
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。

四
、
天
囚
に
と
っ
て
の
楚
辞

ａ
．
道
を
顕
彰
し
た
後
半
生

本
稿
は
西
村
天
囚
の
『
屈
原
賦
説
』
に
つ
い
て
、
当
時
の
学
術
的
環
境
に
照
ら
し
つ
つ
、
そ
の
内
容
の
新
し
さ
や
、
そ
れ
が
漢
文
で
書
か

れ
た
こ
と
の
意
味
を
探
っ
て
き
た
。
最
後
に
、
天
囚
の
個
人
史
と
の
関
わ
り
か
ら
、
こ
の
著
作
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

初
期
の
小
説
は
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
、
新
聞
記
者
に
な
っ
て
か
ら
の
天
囚
の
仕
事
を
眺
め
る
と
、
人
を
顕
彰
す
る
も
の
が
次
第
に
増
え

て
ゆ
く
こ
と
に
気
づ
く
。
シ
ベ
リ
ア
単
独
横
断
を
成
し
遂
げ
た
福
島
中
佐
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と
め
た
『
単
騎
遠
征
録
』
も
、
そ
の
偉

業
を
顕
彰
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
し
、
種
子
島
家
の
爵
位
獲
得
運
動
と
し
て
書
か
れ
た
『
南
島
偉
功
伝
』
は
そ
れ
が
よ
り
鮮
明
で
あ
る
。
数

多
く
残
さ
れ
た
紀
行
文
も
、
は
じ
め
は
文
字
通
り
旅
の
あ
れ
こ
れ
を
綴
っ
て
い
た
の
が
、
あ
る
時
期
か
ら
そ
の
土
地
の
人
物
を
顕
彰
す
る
、

あ
る
い
は
顕
彰
す
べ
き
人
物
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
旅
に
出
る
と
い
っ
た
方
向
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
九
州
の
儒
者

を
取
り
あ
げ
た
『
九
州
巡
礼
』、
さ
ら
に
は
『
日
本
宋
学
史
』
や
『
懐
徳
堂
考
』、
そ
し
て
懐
徳
堂
の
再
興
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

『
日
本
宋
学
史
』
に
し
て
も
、
題
目
か
ら
想
像
さ
れ
る
よ
う
な
教
科
書
的
な
記
述
で
は
全
く
な
い
。
そ
の
「
緒
言
」
で
は
、「
如
竹
九
四
が

予
の
隣
島
に
出
で
し
」
こ
と
、「
文
之
九
五
が
予
の
祖
先
を
顕
彰
せ
し
」
こ
と
、「
桂
菴
九
六
が
薩
摩
文
学
の
祖
」
で
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
、「
以

て
一
に
は
三
先
生
の
功
績
を
発
揮
し
、
一
に
は
教
化
の
万
一
に
資
す
る
は
予
の
責
任
に
あ
ら
ざ
る
か
九
七
」
と
ま
で
い
う
。
こ
こ
で
町
田
三

郎
の
評
価
を
聞
こ
う
。

九
四　

泊
如
竹
（
一
五
七
〇-

一
六
五
五
）、
僧
号
は
日
章
。

文
之
玄
昌
に
朱
子
学
を
学
ん

だ
。
屋
久
島
出
身
。

九
五　

文
之
玄
昌
（
一
五
五
五

-

一
六
二
〇
）、島
津
藩
の
学
僧
。

日
本
へ
の
鉄
砲
伝
来
に
つ
い
て

記
し
た
「
鉄
砲
記
」
に
お
い
て
、

漂
着
船
の
船
員
に
応
対
し
た
西

村
織
部
丞
時
貫
に
言
及
す
る
。

時
貫
は
天
囚
の
十
三
世
の
祖
に

あ
た
る
。

九
六　

桂
庵
玄
樹
（
一
四
二
七

-

一
五
〇
八
）、桂
菴
と
も
書
く
。

明
に
渡
っ
て
朱
子
学
を
学
び
、

島
津
氏
に
招
か
れ
、
薩
南
学
派

の
祖
と
な
っ
た
。

九
七　
『
日
本
宋
学
史
』（
杉
本

梁
江
堂
、一
九
〇
九
年
）
緒
言
、

四
頁
。
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元
来
天
囚
の
作
品
に
は
お
国
自
慢
が
強
い
。「
南
島
偉
功
伝
」
な
ど
そ
の
尤
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
客
観
的
な
学
問
を
目
指
す
に

は
こ
れ
で
は
困
る
。
天
囚
の
「
緒
言
」
は
た
し
か
に
歴
史
の
中
で
の
自
己
を
凝
視
し
、
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
過
程
で
自
ら
を
も

そ
こ
に
位
置
づ
け
て
い
く
と
い
う
真
摯
さ
と
情
熱
を
も
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
面
で
は
天
囚
の
郷
土
愛
が
客
観
性
や
判
断
の

公
正
さ
に
か
え
っ
て
影
を
さ
し
は
し
な
い
か
と
の
危
惧
を
抱
か
せ
る
。
し
か
し
実
際
に
完
成
し
た
『
日
本
宋
学
史
』
を
み
て
み
る
と
、

記
述
の
順
序
構
成
か
ら
、
後
半
部
に
薩
摩
色
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、
対
象
で
あ
る
宋
学
そ
の
も
の
が
本
来
種
子
薩
摩
と
い

っ
た
地
域
を
超
え
た
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
ゆ
え
に
お
国
自
慢
の
レ
ベ
ル
に
墜
ち
る
こ
と
は
な
か
っ
た
九
八
。

天
囚
が
力
を
入
れ
て
研
究
し
た
の
は
、
郷
里
種
子
島
を
含
む
九
州
と
、
長
年
住
ん
だ
大
阪
で
活
動
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
た
し

か
に
、
お
国
自
慢
に
陥
る
危
険
を
免
れ
な
い
。
し
か
し
、
全
く
思
い
入
れ
の
な
い
対
象
を
研
究
す
る
こ
と
な
ど
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、

は
じ
め
自
分
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
思
い
入
れ
を
、
独
り
よ
が
り
に
陥
ら
ぬ
よ
う
に
検
証
し
、
他
者
と
共
有
で
き
る
も
の
へ
と
開
い
て
ゆ
く

の
が
、
研
究
と
い
う
営
み
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
た
め
の
強
力
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
天
囚
は
重
野
成
斎
か
ら
考
証
学
を
授
か
っ
て

い
た
。
天
囚
は
、
若
い
頃
は
奔
放
だ
っ
た
の
に
、
中
年
以
降
突
如
考
証
に
沈
潜
す
る
よ
う
に
な
る
と
も
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
そ
れ
だ
け

の
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
。

ｂ
．
道
を
語
る
言
葉

―
桐
城
派
と
屈
原

し
か
し
一
方
で
、
若
き
天
囚
が
考
証
よ
り
も
詞
章
に
ひ
か
れ
て
い
た
の
は
、
天
囚
を
京
都
帝
大
に
招
い
た
狩
野
直
喜
（
一
八
六
八-

一
九
四
七
）
も
証
言
し
て
い
る
。「
矢
張
詞
章
の
方
面
が
非
常
に
好
き
で
あ
つ
て
考
証
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
は
嫌
ひ
で
あ
り
ま
し
た
九
九
。」

さ
れ
ば
こ
そ
、
一
度
は
流
行
作
家
と
な
る
こ
と
も
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
天
囚
が
屈
原
に
熱
中
し
た
の
も
、
あ
る
い
は
こ
の
詞
章
へ
の
偏
愛
と

か
か
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

周
建
忠
は
、
天
囚
が
懐
徳
堂
で
楚
辞
を
講
じ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
彼
の
楚
辞
研
究
は
晩
年
の
個
人
的
行
為
で
あ
り
、
京
大
で
の
授
業
の

必
要
か
ら
生
じ
た
も
の
と
し
て
い
る
百
。
確
か
に
、
天
囚
の
楚
辞
に
関
す
る
著
述
は
、
京
都
で
の
講
義
に
関
連
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、『
楚
辞
』
の
諸
本
や
注
釈
の
蒐
集
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
狩
野
に
よ
れ
ば
、
彼
に
依
頼
し
た
の
は
「
特

別
講
義
」
と
作
詩
作
文
、
な
ら
び
に
『
古
文
辞
類
纂
』
で
あ
っ
た
と
い
う
百
一
。
狩
野
の
意
図
と
し
て
は
、
桐
城
派
流
の
名
文
家
で
あ
っ
た

天
囚
に
、
桐
城
派
を
代
表
す
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
『
古
文
辞
類
纂
』
の
講
義
と
作
詩
作
文
の
指
導
を
依
頼
し
、
そ
の
代
わ
り
あ
と
の
一

九
八　

町
田
「
天
囚
西
村
時
彦

覚
書
」（
注
一
前
掲
）、
一
七
二

-

一
七
三
頁
。

九
九　

狩
野
直
喜
「
追
悼
談
」、

『
碩
園
先
生
追
悼
録
』（
前
掲
）

四
九
頁
。

百　

周
建
忠
「
大
阪
大
学
蔵

楚
辞
百
種
考
論

―
関
于
西

村
時
彦
・
読
騒
廬
・
懐
徳
堂
」

『
職
大
学
報
』
二
〇
〇
八-

一
、

二
一
頁
。

百
一　

狩
野
、
前
掲
文
、
五
〇

頁
「
大
正
五
年
の
九
月
か
ら
特

別
講
義
と
、
作
詩
、
作
文
と
古

文
辞
類
纂
と
云
ふ
や
う
な
も
の

を
三
時
間
ば
か
り
教
へ
て
貰
ひ

ま
し
た
。」
た
だ
し
橋
本
循
の

回
想
に
よ
れ
ば
、
特
殊
講
義

の
題
目
は
「
漢
文
総
説
」
や

「
辞
章
論
略
」
で
あ
り
、
楚
辞

は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。「
西

村
天
囚
先
生
の
こ
と
ど
も
」、

『
橋
本
循
著
作
集
』
四
（
法
蔵

館
、
二
〇
一
九
）
四
九
一-

四
九
三
頁
。
初
出
は
『
懐
徳
』

三
七
、一
九
六
六
。
あ
る
い
は

す
べ
て
の
年
度
に
楚
辞
を
講
じ

た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
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時
間
は
、
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
自
由
に
語
っ
て
も
ら
え
ば
よ
い
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ら
ば
、
天
囚
が
楚
辞
を
講
じ
た

こ
と
に
は
、
か
ね
て
か
ら
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
も
そ
も
桐
城
派
自
体
が
、楚
辞
を
相
当
重
視
し
て
い
た
。『
古
文
辞
類
纂
』
は
、文
の
選
集
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
韻
文
に
属
す
る
「
辞

賦
類
」
を
設
け
る
が
、
そ
の
先
頭
に
は
屈
原
・
宋
玉
の
作
品
が
並
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
哀
祭
類
」
も
、
屈
原
の
「
九
歌
」
と
宋
玉

の
「
招
魂
」
で
始
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
楚
辞
は
、桐
城
派
に
と
っ
て
、理
想
の
文
の
源
と
な
る
必
読
の
作
品
群
で
あ
っ
た
。『
屈
原
賦
説
』

に
お
い
て
楚
辞
の
句
法
を
詳
し
く
論
じ
る
に
も
、
お
の
ず
と
力
が
入
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

屈
原
は
別
に
天
囚
の
同
郷
で
も
縁
者
で
も
な
い
か
ら
、『
屈
原
賦
説
』
で
は
そ
れ
ま
で
の
著
作
に
も
ま
し
て
考
証
学
の
手
法
が
前
面
に
出

て
く
る
。
し
か
し
、『
屈
原
賦
説
』
は
決
し
て
冷
た
い
考
証
だ
け
の
書
物
で
は
な
い
。
屈
原
に
対
す
る
尊
崇
の
念
は
当
然
あ
る
。
す
る
と
、

郷
里
で
受
け
た
朱
子
の
教
え
が
顔
を
出
し
て
し
ま
う
の
だ
。「
道
術
」
篇
で
屈
原
と
孟
子
と
の
関
係
を
強
調
す
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
屈
原
の
作
と
さ
れ
る
も
の
に
、
儒
家
的
な
言
辞
が
垣
間
見
え
る
の
は
確
か
だ
が
、
む
し
ろ
『
荘
子
』
を
は
じ
め
道
家
と

の
近
し
さ
を
言
う
の
が
普
通
だ
ろ
う
。
韓
愈
に
「
荘
騒
」連
称
の
例
百
二
が
あ
り
、金
聖
嘆
「
六
才
子
書
」の
は
じ
め
の
二
つ
も
『
荘
子
』と
「
離

騒
」
で
あ
る
。
古
典
講
習
科
の
同
学
で
あ
っ
た
岡
田
正
之
は
「
其
ノ
思
想
ハ
、
七
分
ノ
儒
教
主
義
ト
三
分
ノ
道
家
主
義
ト
ヲ
以
テ
混
成
セ
ラ

レ
百
三
」
と
儒
家
寄
り
の
見
方
を
示
す
が
、
天
囚
は
「
三
分
ノ
道
家
主
義
」
さ
え
見
よ
う
と
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
理
想
を
掲
げ
妥
協
せ
ず

に
突
き
進
む
と
こ
ろ
は
、
案
外
似
て
い
な
く
も
な
い
。
天
囚
と
し
て
は
、
詞
章
の
人
屈
原
が
、
孟
子
と
同
じ
よ
う
に
理
想
の
道
を
掲
げ
て
い

る
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
孟
子
の
書
は
、
儒
家
の
中
で
は
詞
章
の
豊
か
な
も
の
で
あ
り
、
古
来
古
文
の
規
範
と
さ
れ
て

き
た
の
も
故
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
義
理
・
考
拠
・
詞
章
の
兼
備
を
目
指
す
桐
城
派
の
天
囚
と
し
て
は
、
屈
原
と
孟
子
を
実
証
的
に
結
び
つ
け

る
の
は
、
決
し
て
突
飛
で
な
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
当
然
の
義
務
と
考
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。

屈
原
は
、
最
晩
年
の
朱
子
が
精
力
を
傾
け
て
研
究
し
た
対
象
で
あ
っ
た
。
儒
家
の
経
典
で
も
な
い
『
楚
辞
』
に
朱
熹
が
敢
え
て
注
し
た
こ

と
は
、
し
ば
し
ば
朱
熹
晩
年
の
不
遇
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
が
、
天
囚
が
そ
こ
に
何
か
を
感
じ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
と

も
あ
れ
、
天
囚
も
ま
た
朱
熹
と
同
じ
よ
う
に
、
人
生
の
仕
上
げ
の
時
期
に
楚
辞
と
深
く
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
高
い
理
想
を
高
い
調
べ

で
歌
っ
た
屈
原
に
つ
い
て
考
証
す
る
こ
と
は
、
道
に
生
き
た
先
人
に
つ
い
て
考
証
す
る
文
章
を
書
き
連
ね
た
自
ら
の
後
半
生
の
、
総
仕
上
げ

で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。
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百
二　

韓
愈「
進
学
解
」に「
下

は
荘
・
騒
、
太
史
の
録
す
る
所
、

子
雲
・
相
如
に
逮
ぶ
ま
で
、
同

工
異
曲
な
り
。」

百
三　

岡
田
正
之
校
訂『
楚
辞
』

解
題
（
富
山
房
「
漢
文
大
系
」

第
二
二
冊
、
一
九
一
六
年
）
八

頁
。
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お
わ
り
に

『
屈
原
賦
説
』
は
、
単
に
楚
辞
の
概
説
書
で
あ
る
以
上
に
、
は
じ
め
郷
里
で
朱
子
学
を
学
ん
だ
天
囚
が
、
考
証
学
と
い
う
新
し
い
道
具
を

手
に
入
れ
、
近
代
の
大
学
と
い
う
場
で
、
新
し
い
時
代
の
学
術
動
向
と
切
り
結
ん
で
い
っ
た
こ
と
の
記
録
で
あ
る
。
一
方
で
そ
の
底
に
は
、

朱
子
の
教
え
と
、
そ
れ
に
根
ざ
し
た
桐
城
派
の
文
章
哲
学
が
横
た
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
、
変
わ
る
も
の
と
変
わ

ら
ぬ
も
の
が
、
ど
ち
ら
も
強
固
に
存
在
し
つ
つ
不
思
議
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
漢
学
、
な
か
ん
づ
く
朱
子
学
と
い
う
伝
統

的
な
学
問
を
身
に
つ
け
た
人
間
が
、
近
代
化
に
突
き
進
む
明
治
大
正
期
の
状
況
に
真
摯
に
対
応
し
つ
つ
繰
り
広
げ
た
知
的
営
為
を
、
如
実
に

反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

天
囚
と
い
う
人
は
、
新
聞
社
で
は
い
わ
ゆ
る
進
歩
派
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
必
ず
し
も
関
係
が
よ
く
な
か
っ
た
し
、
中
年
以
降
は
儒
学
の
顕

彰
に
努
め
、
晩
年
に
は
皇
室
に
も
か
か
わ
っ
た
か
ら
、
表
面
だ
け
見
る
と
、
近
代
化
す
る
日
本
に
背
を
向
け
て
逆
コ
ー
ス
に
邁
進
し
た
よ
う

に
も
見
え
て
し
ま
う
。
し
か
し
、『
屈
原
賦
説
』
の
よ
う
な
純
学
術
的
著
作
を
見
て
も
、
決
し
て
そ
ん
な
に
単
純
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が

知
れ
る
。
天
囚
に
つ
い
て
、
こ
の
時
期
の
学
問
に
つ
い
て
、
考
え
る
べ
き
こ
と
は
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

﹇
附
記
一
﹈
本
稿
は
も
と
中
国
屈
原
学
会
で
の
発
表
に
向
け
て
準
備
さ
れ
た
。
論
文
は
二
〇
二
一
年
に
提
出
し
た
が
、
学
会
は
感
染
症
の

影
響
で
再
三
延
期
さ
れ
、
開
催
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。
本
稿
は
そ
の
提
出
論
文
に
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

﹇
附
記
二
﹈
本
稿
は
科
研
費19K

00377

（
研
究
代
表
者
：
宮
崎
公
立
大
学　

田
宮
昌
子
）
の
成
果
で
あ
る
。
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